
特
集
　
人
文
無
双

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

言
語
造
形
の
規
格
化
と
定
数
化
の
軌
跡

白
井
敬
尚

　
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
、
す
な
わ
ち
活
字
版
印
刷
術
は
、
金
属
活
字
（
鋳
造

活
字
、
メ
タ
ル
・
タ
イ
プ
）
で
あ
れ
、
写
植
活
字
（
写
真
植
字
用
活
字
、
フ
ォ

ト
・
タ
イ
プ
）
で
あ
れ
、
ま
た
電
子
活
字
（
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
、
フ
ォ
ン
ト
）

で
あ
っ
て
も
、
活
字
版
印
刷
術
創
始
以
来
五
百
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て

「
活
字
」
を
肘
い
て
言
語
を
組
み
、
配
置
・
印
刷
し
、
テ
キ
ス
ト
を
描

写
・
再
現
さ
せ
る
技
＋
云
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　
金
属
活
字
は
鉛
・
ア
ン
チ
．
モ
ン
・
錫
な
ど
に
よ
る
合
金
を
文
字
の

「
型
」
に
流
し
込
ん
で
作
ら
れ
る
。
写
植
活
字
は
被
写
体
で
あ
る
文
字
の

ネ
ガ
画
像
に
光
学
技
術
を
用
い
て
印
画
紙
に
露
光
・
現
像
し
て
刷
寺
用
の

版
下
と
な
る
。
電
子
活
字
は
文
字
形
状
に
関
す
る
電
子
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
支
援
．
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
生
成
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
「
活
字
」
は
、
文
字
の
複
製
原
形
、
つ
ま
り
規
格
化
さ

れ
た
文
字
の
「
型
〔
タ
イ
プ
）
」
を
も
と
に
、
繰
り
返
し
同
じ
形
象
で
再
生

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
公
的
文
字
の
こ
と
を
指
す
。

　
活
字
と
活
字
組
版
は
規
格
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
形

成
さ
れ
る
。
組
版
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
金
属
活
字
は
四
角
柱
の
金

属
（
ボ
デ
ィ
）
を
組
み
合
わ
せ
る
の
で
、
同
一
規
格
が
ま
ず
大
前
提
と
な

り
、
基
本
的
に
は
そ
の
分
割
・
倍
数
計
算
に
よ
っ
て
制
御
で
き
て
い
な
け

れ
ば
物
理
的
に
版
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。

　
写
植
活
字
は
レ
ン
ズ
に
よ
る
拡
大
・
縮
小
の
比
率
に
よ
っ
て
活
字
サ
イ

ズ
が
決
定
さ
れ
（
字
送
り
と
行
送
り
（
字
間
・
行
間
）
は
歯
車
の
噛
み
合

わ
せ
量
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
。

　
電
子
活
字
に
至
っ
て
は
、
書
体
デ
ザ
イ
ン
か
ら
活
字
サ
イ
ズ
・
行
送
り

を
含
む
す
べ
て
が
0
と
一
の
電
子
情
報
に
よ
っ
て
管
理
・
制
御
さ
れ
て
い

る
の
だ
。

　
同
様
に
紙
面
設
計
も
数
値
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
紙
の

η乃

ポ

舛
3
9

＝
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＝
≡
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＝



≡
］
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＝
一
一
一
一
一
一
≡

、
大
き
さ
、
と
い
っ
た
時
点
で
既
に
数
値
の
範
疇
で
あ
り
、
量
産
す
る
こ
と

が
前
提
と
な
れ
ば
当
然
規
格
化
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
組
版
を
紙
面
の
ど

の
位
置
に
配
置
す
る
の
か
と
い
う
版
面
の
設
定
、
こ
れ
も
最
終
的
に
は
数

値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
、
活
字
そ
の

も
の
の
生
成
だ
け
で
な
く
、
の
ち
の
工
程
で
あ
る
組
版
・
紙
面
構
成
・
印

刷
、
さ
ら
に
は
製
本
に
適
応
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

数
値
と
規
格
で
制
御
さ
れ
た
世
界
な
の
で
あ
る
。

「
文
字
」
の
数
値
化
と
幾
何
学
的
構
成

　
文
字
そ
の
も
の
を
規
格
化
・
数
値
化
す
る
試
み
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ

サ
ン
ス
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
嗜
矢
は
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の

フ
ェ
暁
ス
・
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
（
一
四
三
三
－
七
九
頃
）
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
は
考
古
学
者
、
古
代
ロ
ー
マ
大
文
字
．
（
碑
文
）
研
究
家
、

ま
た
能
書
家
・
印
刷
人
で
も
あ
っ
た
。

　
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
は
イ
タ
リ
ア
北
東
部
の
街
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
な
ど
の
古
代

ロ
ー
マ
の
碑
文
を
研
究
し
、
そ
れ
ら
か
ら
導
い
た
ロ
ー
マ
大
文
字
の
構
成

法
を
一
四
六
三
年
に
発
表
し
た
図
－
。
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
は
、
古
代
ロ
ー
マ

人
は
コ
ン
パ
ス
と
定
規
を
使
っ
た
数
学
的
規
則
で
ロ
ー
マ
大
文
字
を
描
い

た
と
信
じ
、
そ
の
再
現
を
試
み
た
。
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
は
正
方
形
を
8
分

割
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
縦
画
（
ス
テ
ム
）
の
幅
を
正
方
形
の
一
／
1
0
と

設
定
し
、
幾
何
学
的
に
ロ
ー
マ
大
文
字
を
構
成
し
た
。

　
硅
伸
築
家
レ
オ
ン
・
パ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
（
一
四
〇
七
三
七
二
）

は
、
そ
れ
以
前
の
一
四
五
〇
年
代
、
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
と
同
様
の
構
成
法

に
基
づ
い
た
ロ
ー
マ
大
文
字
を
碑
文
と
し
て
残
し
た
が
図
2
、
そ
の
分
析
・
．

構
成
法
に
つ
い
て
の
資
料
が
現
存
す
る
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
に
続
い
た
の
は
、
パ
ロ
マ
の
能
書
家
ダ
ミ
ァ
ヌ
ス
・

モ
イ
リ
ス
（
一
四
三
九
－
一
五
〇
〇
）
。
　
モ
イ
リ
ス
は
一
四
八
三
年
に
ロ
ー

マ
大
文
字
を
分
析
し
た
『
ア
ル
．
フ
ァ
ベ
ッ
ト
論
考
』
を
著
し
た
図
3
。
正
方

形
と
正
円
、
そ
し
て
そ
の
対
角
線
を
基
準
値
と
し
、
正
方
形
の
縦
1
／
1
3

を
ス
テ
ム
の
幅
と
設
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
文
字
の
下
に
は
字
画
同
士

の
比
例
関
係
と
幾
何
学
的
比
例
に
関
す
る
短
文
を
付
し
た
。

　
一
五
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
神
聖
比
例
』
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
ト
ス
カ
ー
ナ
出
身
の
数
学
者
、
フ
ラ
・
ル
カ
・
デ
・
パ
チ
ョ
ー
リ

（
一

l
四
五
1
一
五
一
四
）
の
ロ
ー
マ
大
文
字
の
分
析
・
構
成
理
論
が
次
世

代
に
与
え
た
影
響
は
絶
大
だ
と
さ
れ
て
い
る
図
、
。
パ
チ
ョ
ー
リ
は
正
方
形

の
縦
1
／
9
を
ス
テ
ム
の
幅
と
設
定
し
、
モ
イ
リ
ス
が
施
し
た
正
方
形
・

正
円
・
対
角
線
を
さ
ら
に
細
分
化
。
ま
た
セ
リ
フ
を
形
成
す
る
円
弧
の
設

定
を
も
示
し
、
ロ
ー
マ
大
文
字
が
幾
何
形
態
に
よ
っ
て
構
成
で
き
る
こ
と

を
証
明
し
て
み
せ
た
。
そ
し
て
パ
チ
ョ
ー
リ
は
そ
の
学
恩
を
、
同
世
代
で

同
郷
の
友
人
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
も
の
だ
と
一
四
九
七

年
の
『
神
聖
比
例
』
の
草
稿
に
記
し
た
の
で
あ
る
。
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一
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；
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ロ

鱒痴
耀
噛
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図
2
　
レ
オ
ン
・
パ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
に
よ

る
碑
文
よ
り
。
（
一
四
五
〇
年
頃
）

可
k
e

㌔
い
．

糟

和

聲
灘

亀
へ

卜

、
駝

関

紐

、

・
抽

噸
鰐

図
一
　
フ
ェ
リ
ス
・
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
に
よ
る
古
代
ロ

ー
マ
の
碑
文
の
分
析
図
。
（
上
二
点
と
も
　
一
四
六
三
）

図
3
　
ダ
ミ
ア
ヌ
ス
・
モ
イ
リ
ス

論
考
』
よ
り
。
（
一
四
八
三
）

『
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

図
4
　
ル
カ
・
パ
チ
ョ
ー
リ
の
幾
何
学
的
構
成
に
よ
る

ロ
ー
マ
大
文
字
。
（
『
神
聖
比
例
』
一
五
〇
九
）

イフラグポイタ
4
1

＝
＝

ﾟ
＝
ﾟ
＝

二
＝
一
一
一
一
一
一
≡



≡
＝

ﾟ
≡
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝

じ
か
く

．
ゴ
「
「
』

罰
・

o

丁

」・
艦
「

」
冊
」
ヨ

孕
一
．
詑
バ
ー
ト

　
　
／

　
　
／

謹

悪
嘱
耳
」

一
；
　
ず
ト

　
　
‘
／

ゴ
E
聾
｝
古
＝
．
…
、
p
到

　
　
』
r
　
P

ソ
／
ノ

、
　
　
　
　
／
一

・
6
匁

　
　
　
　
　
＼
　
　
　
Z

　
　
」
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
’
～

「。　
　
引
一
｝
皇
．
，
，
「
早

糾配

　
ゴ
ニ
ラ
ガ
ド
ワ

研
　
　
　
　
＼
、

翻
＼
＼
、
、

罐
r
…
㍗
酬
㌧
獄

　
残
　
「
西
＼
＼
留
ぶ
、

瞬
鋤

　
　
鯉
レ
、
，
憲
、
、 （

v
－
こ
筆
卜
　
　

　
　

＝
’
辱
F
馳
」
L
乙
L
L
　
　
5

・
群
観
窟
・
嚢
・
戸
郭
L
・
三
巴
あ
眠
【

ヘ
・6
3

㌧
・
、
島
昂
越
’
二
一
葦
㌻
’

鱒
二
丁
U
7
灘
蕪

護
纒
、
郵
溺
鵡
轡
酬
、
、

諦
W

`
＼＼

噸．
馳
、

D
　
、
、

ツ
場

　
回
　
ギ

泌
．
．

－
白
、

ト
鴨
7

尽
塁
訟

　
　
雁

ノ　
ノ
「
’
／
　
　
1

　
　
　
　
　
ノ
ロ
ニ
　

　
　
曳
3

「
F

｝
㌧
講
機
．

藻
撰

」
淑
．

、
、
横
、

／，

、

一
｛，
昏編

裏
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魁
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鍵
織
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ヘ
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ヂ
　
　
ド
　

聯
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あ
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c
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濫
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ぎ

「
＼
し

P∴
∵
、
ノ
ー
「
｝
ε
日
に
「
ド

’

5
　
ニ
ュ
ー
ペ
リ
ー
図
書
館
所
蔵
の
ニ
ュ
ー
ペ
リ
ー
・

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
。
（
一
四
六
四
－
一
五
二
五
）

1
）
ぽ
＆
、
§
ξ
暦
魯
鴨
詰
9
↓
9
乞
Φ
≦
げ
興
刑
期
p
－

簿
磐
α
葺
①
話
く
そ
巴
o
h
δ
日
昏
昌
B
口
θ
巴
5
津
Φ
8
筈
・

8
ε
蔓
H
け
巴
劉
乙
8
δ
8
Ω
話
ざ
聴
く
O
『
8
写
Φ
ω
ω
．
ピ
。
旨
－

。
戸
卜
o
Q
Q
し
［
’

酷紬

　
　
　

�

？
�

　
　
　
　
　
　
　
　
¢
�

◇
国
ら

6
　
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ェ
ー
ラ
ー
の
ロ
ー
マ
大
文

と
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
タ
ー
。
（
『
幾
何
学
』
一
五
二
五
）

2



　
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
ニ
ュ
ー
ペ
リ
ー
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
通

称
「
ニ
ュ
ー
ペ
リ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ロ
ー
マ
大
文
字

の
手
稿
が
近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
↑
）
。

　
こ
の
手
稿
は
一
四
六
四
－
一
五
二
五
年
の
問
に
制
作
さ
れ
、
制
作
者
不

明
と
し
な
が
ら
も
、
一
部
の
研
究
者
が
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
で
は
な
い
か
と
推

察
し
て
い
る
も
の
だ
。
そ
の
真
意
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、
な
る
ほ

ど
、
絵
画
を
「
ま
さ
し
く
科
学
」
で
あ
る
と
書
き
残
し
た
人
物
が
描
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
に
詳
細
で
、
科
学
分
析
的
に
視
覚
化

さ
れ
た
ロ
ー
マ
大
文
字
で
あ
る
図
5
。

　
一
五
二
五
年
に
は
、
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
画
家
・
版
画
家
・

美
術
理
論
家
と
し
て
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
最
も
著
名
な
芸
術
家
ア
ル
ブ
レ

ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
（
一
四
七
一
一
一
五
二
八
）
も
あ
と
に
続
い
た
。
デ
ュ

ー
ラ
ー
は
著
作
『
幾
何
学
』
で
、
パ
チ
ョ
ー
リ
の
理
論
を
敷
即
し
た
ロ
ー

マ
大
文
字
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
．
タ
ー
を
描
い
た
の
だ
図
6
。

　
そ
し
て
学
者
や
芸
術
家
た
ち
が
ロ
ー
マ
大
文
字
の
分
析
を
進
め
る
一
方

で
、
書
字
の
本
家
で
あ
る
書
家
た
ち
も
書
法
の
教
科
書
で
一
斉
に
ロ
ー
マ

大
文
字
を
発
表
し
始
め
る
の
で
あ
る
（
2
）
つ

　
こ
の
よ
う
に
碑
文
研
究
家
だ
け
で
な
く
書
家
や
建
築
家
、
．
芸
術
家
も
、

皆
一
様
に
ロ
ー
マ
大
文
字
を
方
形
の
中
に
納
め
、
分
割
し
、
定
規
と
コ
ン

パ
ス
で
構
成
し
、
規
格
化
を
行
な
い
、
再
現
・
再
構
築
を
試
み
て
い
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
で
は
こ
こ
で
、
な
ぜ
彼
ら
が
ロ
ー
マ
大
文
字
そ
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た

の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
で
は
あ
る
が
触
れ
て
お

き
た
い
。
E
・
P
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
作
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
活

字
本
』
（
高
橋
誠
訳
国
文
社
　
二
〇
〇
七
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
簡
潔
に

記
さ
れ
て
い
る
。

「
〔
…
…
〕
彼
ら
が
ロ
ー
マ
の
碑
文
に
関
心
を
示
し
た
第
一
の
理
由
は
、

古
典
ラ
テ
ン
語
の
正
確
な
綴
り
を
ぜ
ひ
と
も
知
り
た
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

彼
ら
は
古
典
的
著
作
が
中
世
写
本
に
筆
写
さ
れ
る
際
、
乱
暴
で
粗
野
な
綴

り
字
が
使
わ
れ
、
原
文
が
勝
手
に
改
窟
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
を
知
っ
て

い
た
。
だ
か
ら
彼
ら
は
直
接
ロ
ー
マ
の
碑
文
・
記
念
碑
を
見
て
、
古
代
ロ

ー
マ
人
が
遵
守
し
て
い
た
通
り
の
正
確
な
正
書
法
を
学
ぼ
う
と
し
た
の
だ
。

〔
…
…
〕
た
し
か
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
た
ち
は
正
書
法
を
学

ぼ
う
と
し
て
ロ
ー
マ
の
碑
文
に
興
味
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
現
代

人
と
同
じ
よ
う
に
、
古
物
研
究
・
歴
史
研
究
費
の
見
地
か
ら
も
碑
文
に
関

心
を
寄
せ
、
古
代
ロ
ー
マ
の
石
碑
等
に
刻
ま
れ
た
銘
文
を
解
読
す
る

エ
ピ
グ
ラ
フ
イ

「
碑
銘
研
究
」
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
は
古
代
の
石
碑
、
墓
石
な
ど
に
刻
ま
れ
た
銘

文
、
碑
銘
を
各
地
で
探
索
し
な
が
ら
、
精
確
か
つ
綿
密
に
模
写
し
、
そ
の

よ
う
に
蒐
集
さ
れ
た
碑
文
は
写
本
の
形
で
集
成
さ
れ
、
見
事
な
書
体
と
な

っ
て
精
確
に
復
元
さ
れ
た
の
だ
。
〔
…
…
〕
L

　
　
　
　
　
＊
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図
7
　
シ
ジ
ス
モ
ン
ド
・
デ
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
。
（
一
五
一
四
）
　
　
図
8
　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ト
ル
ニ
エ
ロ
。
（
［
五
一
七
）

十

十十

図
9
　
ジ
ェ
フ
ロ
ア
・
ト
リ
ー
。
（
一
五
二
九
）
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～

／
　
　
　
ノ
　
〆

〆
ミ
．
　
r

一
一
　
ψ

ノ

図
1
0
　
ジ
ャ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
パ
ラ
テ
ィ
ノ
。
（
一
五
五
〇
）
　
　
図
1
ー
　
ヴ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ノ
・
ア
ン
フ
ィ
ア
レ
オ
の
ロ
ー
マ
大
文
字
と
、
図
1
2
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
タ
ー
。
　
（
一
五
五
四
）



（
2
）
　
一
五
一
四
年
、
書
字
・
書
法
の
著
作
を
初
め
て
著

し
た
と
さ
れ
る
フ
ェ
ラ
ー
ラ
出
身
の
シ
、
ジ
ス
モ
ン
ド
・

デ
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
は
自
著
『
書
法
の
理
論
と
実
践
』
で
、

パ
チ
ョ
ー
リ
の
理
論
を
応
用
展
開
図
7
。

　
一
五
一
七
年
に
は
ミ
ラ
ノ
の
能
書
家
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
・
ト
ル
ニ
エ
ロ
が
自
著
『
ダ
・
ノ
ヴ
ァ
リ
ア
』
で
正
方

．
形
を
縦
横
1
8
ユ
ニ
ッ
．
ト
に
細
分
化
し
た
ロ
ー
マ
大
文
字
の

構
成
法
を
試
み
て
い
る
図
8
。

　
ロ
；
マ
教
皇
庁
書
記
官
で
能
書
家
の
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
デ

リ
・
ア
リ
ッ
ギ
は
、
一
五
二
七
年
に
自
ら
の
書
法
を
説
い

た
教
科
書
『
ラ
・
オ
ペ
レ
ー
ナ
』
で
、
人
文
主
義
者
た
ち

が
当
時
用
い
て
い
た
速
記
用
の
章
草
体
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス

ト
・
イ
タ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
シ
ヴ
（
チ
ャ
ン
セ
リ
ー
・
バ
ス

タ
ル
ダ
）
」
と
共
に
ロ
．
i
マ
大
文
字
を
印
し
、
　
一
五
二
六

年
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ジ
ャ
ン
パ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ェ
リ

ー
二
が
、
一
五
二
九
年
に
は
パ
リ
に
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ

ン
ス
の
文
芸
を
持
ち
込
ん
だ
万
能
の
人
文
主
義
者
ジ
ェ
フ

ロ
ア
・
ト
リ
ー
が
自
著
『
シ
ャ
ン
・
フ
ル
ー
リ
』
で
縦
横

1
0
?
j
ッ
ト
に
分
割
し
た
ロ
ー
マ
大
文
字
の
構
成
法
を
掲

載
し
た
図
9
。

　
ロ
ー
マ
の
能
書
家
ジ
ャ
ン
パ
テ
ィ
ス
タ
・
パ
ラ
テ
ィ
ノ

も
一
五
五
〇
年
に
細
密
な
分
析
の
ロ
ー
マ
大
文
字
を
残
し

て
い
る
図
切
。
一
五
五
四
年
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
書
家
ヴ
ェ

ス
パ
シ
ア
ー
ノ
・
ア
ン
フ
ィ
ア
レ
オ
は
、
著
作
に
掲
載
し

た
数
々
の
書
字
見
本
の
な
か
で
横
8
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
割
し

た
ロ
ー
マ
大
文
字
の
構
成
法
図
1
1
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー

の
小
文
字
ま
で
を
も
コ
ン
パ
ス
と
定
規
で
描
け
る
よ
う
分

析
し
て
見
せ
て
い
る
図
1
2
。

　
数
値
化
し
幾
何
形
態
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
な
に
も
ロ
ー
マ
大
文
字
だ

け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
視
覚
的
に
表
わ
す
こ
と
の
で
き
る
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
図
像
表
現
、
と
り
わ
け
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
造
形

物
は
、
彼
ら
人
文
主
義
者
に
と
っ
て
格
好
の
研
究
対
象
で
あ
り
科
学
的
・

数
学
的
・
幾
何
的
に
分
析
さ
れ
た
。

「
美
し
い
も
の
は
す
べ
て
古
典
的
で
あ
り
、
古
曲
ハ
的
な
も
の
は
す
べ
て
美

し
い
」
、
ま
た
、
古
代
ロ
ー
マ
人
は
そ
う
し
て
「
絶
対
的
な
美
」
「
真
の
比

例
」
の
基
準
を
設
け
た
の
だ
と
彼
む
は
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
　
マ
　
　
ス
ト

　
こ
う
し
た
思
想
を
持
っ
た
の
は
人
文
主
義
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
人
文
主

義
者
の
科
学
分
析
的
思
考
へ
の
執
着
は
、
中
世
以
来
の
不
透
明
な
神
の
力

で
は
な
く
、
黄
金
分
割
に
代
表
さ
れ
る
古
代
ロ
ー
で
期
に
培
わ
れ
た
普
遍

的
な
入
間
の
叡
智
を
科
学
的
に
理
論
化
し
よ
う
と
す
る
思
想
を
象
徴
す
る

も
の
だ
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
確
固
た
る
根
拠
も
あ
っ
た
。

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
な
ど
の
著
作
が
再
発
見
さ
れ
、
幾
何
学
の
分
野
が
著
し
く

進
歩
し
て
い
た
か
ら
だ
。
ま
た
一
三
世
紀
以
降
「
O
」
を
用
い
て
少
数
を

表
現
で
き
る
ア
ラ
ビ
ア
数
字
が
ロ
ー
マ
数
字
に
と
っ
て
変
わ
っ
て
い
た
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。

「
数
に
よ
っ
て
道
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
数
に
よ
っ

て
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
し
た
の
は
、
人
文
主
義
者

ピ
コ
・
デ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
（
3
）
で
あ
る
。

　
人
文
主
義
者
に
と
っ
て
、
数
値
換
算
と
は
学
問
で
あ
り
、
思
想
・
知

イフラ
グ
ポイタ

4
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（
3
）
　
ピ
コ
・
デ
ラ
ニ
ミ
ラ
ン
ド
ラ
（
一
四
六
三
一
九

四
）
は
、
哲
学
者
・
作
家
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
プ
ラ
ト

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
最
高
の
知
識
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま

た
入
文
主
義
そ
の
も
の
を
「
活
字
と
書
物
」
に
よ
っ
て
具

現
化
し
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
出
版
・
印
刷
人
ア
ル
ダ
ス
・
マ

ヌ
テ
ィ
ウ
ス
の
青
年
期
の
友
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
大
文
字
と

小
文
字
の
体
系
は
元
来
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
小
文
字
は
ア
ン
シ
ャ
ル
↓
カ
ロ
リ
ン
ガ
↓
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ス
ト
ニ
・
・
ナ
ス
キ
ュ
ー
ル
な
ど
書
写
の
歴
史
的
系
譜
に
あ

り
、
大
文
字
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
再
発
見
さ
れ
た
ロ
…
マ

大
文
字
の
碑
文
彫
刻
の
系
譜
に
あ
っ
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期

に
こ
の
大
文
字
と
小
文
字
の
体
系
が
一
体
化
し
て
今
日
あ

る
ラ
テ
ン
」
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
ロ
ー
マ
ン
体
活
字
の
形

象
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。

　
活
字
版
印
刷
術
の
創
始
者
、
ヨ
ハ
ン
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル

ク
は
、
写
本
の
聖
書
に
用
い
ら
れ
て
い
た
筆
記
書
体
ブ
ラ

ッ
ク
レ
タ
ー
に
属
す
テ
ク
ス
ト
ゥ
：
ル
を
鋳
造
活
字
と
し

て
再
現
し
、
聖
書
や
典
礼
、
免
罪
符
な
ど
宗
教
用
の
書
体

と
し
て
使
用
し
た
。
の
ち
活
字
版
印
刷
術
が
伝
播
し
た
イ

タ
リ
ア
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
活
字
書
体
は
、
進
取

の
気
風
に
富
む
人
文
主
義
者
た
ち
が
使
用
し
て
い
た
筆
記

書
体
（
ヒ
ェ
ー
マ
ニ
ス
ト
・
ミ
ナ
ス
キ
ュ
ー
ル
）
を
基
に

活
字
化
し
た
ロ
ー
マ
ン
体
が
主
流
と
な
る
。

　
人
文
主
義
者
は
新
し
い
時
代
の
テ
キ
ス
ト
、
つ
ま
り
古

代
ロ
ー
マ
や
ギ
リ
シ
ャ
の
文
芸
を
印
す
の
に
相
応
し
い
書

体
と
し
て
ロ
ー
マ
ン
体
を
採
用
し
た
の
だ
。
人
文
主
義
者

識
・
美
の
普
遍
化
と
そ
の
共
有
化
を
意
味
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
の
一
側

面
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
金
属
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ン
　
チ
　
カ
　
ツ
　
タ
　
一

字
の
基
と
な
る
「
型
」
を
作
る
活
字
幽
幽
彫
刻
師
は
、
幾
何
学
的
に
構
成

さ
れ
た
ロ
ー
マ
大
文
字
の
形
象
を
そ
の
ま
ま
無
批
判
に
受
け
入
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。

　
パ
ン
チ
カ
ッ
タ
ー
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
・
ミ
ナ
ス
キ
ュ
ー
ル
（
人
文
主

義
者
の
小
文
字
筆
記
書
体
）
を
基
に
活
字
化
し
た
小
文
字
書
体
、
そ
れ
に
組

「
み
合
わ
せ
る
た
め
の
大
文
字
に
古
代
ロ
ー
マ
大
文
字
を
採
用
し
た
？
）
。

　
し
か
し
パ
ン
チ
カ
ッ
タ
ー
は
活
字
書
体
を
形
成
す
る
骨
格
・
バ
ラ
ン

ス
・
字
幅
・
濃
度
、
さ
ら
に
は
小
文
字
と
組
み
合
わ
せ
る
た
め
の
整
合
性

等
々
、
適
正
な
活
字
組
版
を
生
成
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
を
考
慮
し
、

技
芸
者
特
有
の
眼
と
手
、
そ
し
て
製
造
工
程
な
ど
の
技
術
的
経
験
則
に
し

た
が
っ
て
ロ
ー
マ
大
文
字
の
活
字
父
型
を
彫
刻
し
た
。
つ
ま
り
活
字
化
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
数
値
化
さ
れ
た
ロ
ー
マ
大
文
字

の
構
成
法
は
活
字
製
造
の
現
場
で
は
机
上
の
空
論
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
や
が
て
人
文
主
義
者
が
ロ
ー
マ
大
文
字
に
施
し
た
数
値
化
と
幾
何
学
的

分
析
に
異
を
唱
え
る
人
物
が
現
れ
る
。

　
そ
れ
が
ヴ
ァ
チ
カ
ン
教
皇
庁
図
書
館
の
書
記
官
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
・
ク
レ
ッ
シ
（
一
五
三
四
頃
－
一
六
一
四
頃
）
で
あ
る
。
ク
レ
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6
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の
文
字
、
す
な
わ
ち
「
ロ
…
マ
ン
体
活
字
」
．
は
、
「
文
学

用
の
活
字
書
体
」
と
換
言
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
黒
魔
術
と
も
称
さ
れ
た
「
活
字
版
印
刷
」
に
い
ち
早
く

眼
を
付
け
た
入
文
主
義
者
は
、
自
分
た
ち
の
文
字
を
そ
の

新
し
い
技
術
を
用
い
て
、
書
物
と
い
う
既
存
の
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
史
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
活
動
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
ニ
コ
ラ
・
ジ
ェ
ン
ソ
ン
（
一
四
二
〇
一
八

一
）

�
香
[
マ
ン
体
活
字
の
噛
矢
と
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
ン
体
活
字
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
．
ス
ト
・

イ
タ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
シ
ヴ
と
呼
ば
れ
る
速
記
用
の
書
字
を

活
字
化
し
た
イ
タ
リ
ッ
ク
体
活
字
．
を
用
い
て
ル
ネ
サ
ン
ス

文
学
を
世
に
解
き
放
っ
た
の
が
、
入
文
主
義
者
で
あ
り
印

刷
・
出
版
人
で
あ
っ
た
ア
ル
ダ
ス
・
マ
ヌ
テ
ィ
ウ
ス
（
一

四
四
九
一
・
一
五
一
五
）
で
あ
る
。

ッ
シ
は
、
す
べ
て
の
．
ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
起
源
と
み
な
さ
れ
て

い
る
ロ
ー
マ
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
の
記
念
柱
（
紀
元
一
一
三
年
建
立
）
の
基
壇

に
あ
る
碑
文
、
通
称
「
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
の
碑
文
図
B
」
を
、
人
文
主
義
者

の
幾
何
学
的
規
範
に
よ
ら
な
い
書
法
で
提
示
し
た
畏
。

　
ク
レ
ッ
シ
は
一
五
六
〇
年
に
発
行
さ
れ
、
の
ち
幾
度
も
版
を
重
ね
た
著

作
『
多
く
の
文
字
を
そ
な
え
た
手
本
』
で
「
ロ
ー
マ
大
文
字
を
円
と
四
角

形
で
構
成
す
る
必
要
は
な
い
」
と
印
し
、
た
と
え
道
具
を
用
い
た
と
し
て

も
最
終
的
に
は
人
間
の
眼
と
手
を
用
い
て
描
く
べ
き
だ
と
し
た
の
だ
。
つ

ま
り
身
体
性
の
復
権
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
考
え
方
は
人
文
主
義
の
理
念

か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
結
果
「
異
端
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ク
レ
ッ
シ
の
後
を
継
い
で
ヴ
ァ
チ
カ
ン
教
皇
庁
図
書
館
の
書
記
官
を
勤

め
た
の
が
ル
カ
・
オ
ル
フ
ェ
イ
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。

　
オ
ル
フ
ェ
イ
は
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
（
教
皇
在
位
一
五
八
五
－
九
〇
）
が

推
進
し
た
「
ロ
ー
マ
の
都
市
改
造
計
画
」
に
お
い
て
、
碑
文
用
書
体
を
監

督
す
る
任
務
に
就
い
た
。

　
オ
ル
フ
ェ
イ
が
一
五
八
九
年
に
作
っ
た
碑
文
の
設
計
図
は
、
手
稿
と
銅

版
印
刷
に
よ
る
二
種
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
種
類
共
に
ク
レ
ッ
シ

系
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
・
ロ
ー
マ
ン
を
誇
張
し
た
形
状
を
し
て
い
る
。

　
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
描
か
れ
た
手
稿
の
ロ
ー
マ
大
文
字
箆
は
、
9
分
割

さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
基
準
と
し
、
肉
厚
の
形
状
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
も

う
一
種
は
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
技
法
に
よ
る
精
緻
な
銅
版
印
刷
に
よ
る

イ
フ
ラグポイタ
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・
」
灘
鋸

藤

、

＜
擁
　
　
叢

か
き

．
・
媒

》
翻
塩
「
，
ヨ
撫
麟
㎜
、

コ
「
刃

ル
カ
・
オ
ル
フ
ェ
イ
の
手
稿
（
右
　
図
1
5
）
と
、
銅
版

印
刷
（
左
　
図
1
6
）
の
ロ
ー
マ
大
文
字
。
（
一
五
八
九
）

4
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図
1
4
　
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

に
よ
る
ロ
ー
マ
大
文
字
。
（
一
五
六
〇
）

ク
レ
ッ
シ

（
5
）
　
枢
機
卿
お
よ
び
リ
シ
ュ
リ
ェ
ー
公
爵
　
ア
ル
マ

ン
・
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
・
プ
レ
シ
（
一
五
八
五
一
一
六
四

二
）
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
職
者
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
王

国
の
政
治
家
。
一
六
二
二
年
に
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
、
二

四
年
か
ら
死
去
す
る
ま
で
ル
イ
一
三
世
の
宰
相
を
務
め
た
。

一
六
三
五
年
、
母
国
語
を
保
護
す
る
た
め
ア
カ
デ
ミ
ー
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
を
創
設
。
文
芸
を
保
護
し
、
ル
ー
ヴ
ル
宮

殿
の
拡
張
工
事
を
ル
イ
＝
二
世
に
勧
め
、
諸
外
国
の
模
範

と
な
る
よ
う
に
し
た
。
現
代
の
新
聞
の
は
し
り
で
あ
る
ガ

ゼ
ッ
ト
紙
を
保
護
し
、
政
府
の
情
報
誌
と
し
て
活
用
し
た
。

も
の
で
、
1
0
分
割
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
に
コ
ン
パ
ス
の
基
点
と
円
弧
に
よ
っ

て
ロ
ー
マ
大
文
字
が
構
成
さ
れ
て
い
る
鴇
。

　
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
の
二
種
類
の
ロ
ー
マ
大
文
字
は

「
シ
ク
ス
テ
ィ
ー
ネ
」
と
呼
ば
れ
、
ロ
ー
マ
の
街
や
建
築
物
に
刻
ま
れ
た
。

つ
ま
り
シ
ク
ス
テ
ィ
ー
ネ
は
ロ
f
マ
の
都
市
改
造
計
画
用
の
制
定
書
体
だ

と
い
え
る
。

　
制
定
書
体
で
あ
る
以
上
、
同
一
形
状
を
求
め
ら
れ
る
。
ク
レ
ッ
シ
の
薫

陶
を
受
け
な
が
ら
も
幾
何
形
態
を
活
用
し
た
背
景
に
は
、
「
規
格
化
」
と

い
う
必
然
が
あ
っ
た
の
だ
。

「
活
字
」
の
数
値
化
と
幾
何
構
成
に
よ
る
規
格
化

　
一
五
一
七
年
、
マ
ル
チ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
に
よ
る
九
十
五
三
条
堤
題
に
端

を
発
す
る
宗
教
改
革
の
嵐
は
、
ま
た
た
く
間
に
一
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
広
が
っ
た
。
や
が
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
勢
力
の
巻
き
返
し
現
象
が
起
こ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
を
排
撃
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
段
が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
ル
イ
＝
二
世
の
治
下
、
枢
機
卿
リ
シ

ュ
リ
ュ
ー
（
5
）
が
一
六
四
〇
年
に
ル
ー
ブ
ル
宮
殿
内
に
王
立
印
刷
局
を
創
設

し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
国
家
の
栄
光
を
讃
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
を
広
め
文
芸
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

イフラグポイタ
4
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（
6
）
　
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
科
学
研

究
を
活
性
化
さ
せ
、
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
ル
イ
一
四

世
に
よ
っ
て
一
六
六
六
年
に
創
立
さ
れ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー

会
員
は
天
文
学
者
、
解
剖
学
者
、
植
物
学
者
、
化
学
者
、

幾
何
学
者
、
技
師
、
医
師
、
物
理
学
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。

（
7
）
　
「
ボ
デ
ィ
サ
イ
ズ
」
の
サ
イ
ズ
と
は
、
文
字
そ
の

も
の
の
大
き
さ
で
あ
る
「
字
面
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、

字
面
を
支
え
る
四
角
柱
の
大
き
さ
を
指
す
。

↑
図
η
　
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
数
学
者
ニ
コ

ラ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ョ
ン
ら
に
よ
る
ロ
ー
マ
ン
・
ド
・
ロ
ワ
の

設
計
図
。
銅
版
彫
刻
は
ル
イ
・
シ
モ
ノ
ー
。
（
一
六
九
三
）

↑
図
1
8
　
活
字
化
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ン
ジ
ャ

ン
に
よ
る
ロ
ー
マ
ン
・
ド
・
ロ
ワ
。
（
一
七
〇
二
）
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ル
イ
＝
二
世
の
後
を
継
い
だ
↓
二
世
は
、
一
六
九
三
年
、
科
学
ア
カ
デ

ミ
L
6
）
に
、
新
し
い
活
字
を
製
作
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
は
委
員
会
を
組
織
し
、
研
究
を
重
ね
、
定
規
と
コ
ン
パ
ス
で
円
を
分

割
し
、
細
密
な
幾
何
学
構
成
の
大
文
字
と
小
文
字
の
ロ
ー
マ
ン
体
と
イ
タ

リ
ッ
ク
体
の
原
図
を
作
成
し
た
。
設
計
者
は
数
学
者
ニ
コ
ラ
・
ジ
ョ
ー
ジ

ョ
ン
ら
三
名
、
銅
版
彫
刻
は
ル
イ
・
シ
モ
ノ
ー
で
あ
る
。

　
原
図
は
大
文
字
縦
8
×
横
6
1
8
ユ
ニ
‘
ッ
ト
の
方
形
、
小
文
字
縦
1
5
×

横
7
－
1
2
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
ー
ユ
ニ
ッ
ト
は
さ
ら
に
6
分
割

ざ
れ
て
4
8
×
4
8
1
1
2
3
0
4
の
方
眼
に
よ
っ
て
書
体
デ
ザ
イ
ン
が
生
成
さ

れ
て
い
た
図
レ
。
こ
の
精
度
は
も
は
や
電
子
レ
ヴ
ェ
ル
に
近
い
。

　
設
計
さ
れ
た
そ
の
書
体
を
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
「
ロ
r
マ
ン
・
ド
・
ロ

ワ
（
王
の
．
ロ
ー
マ
ン
体
）
」
と
名
付
け
て
、
王
立
印
刷
局
の
パ
ン
チ
カ
ッ
タ

ー
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
（
一
六
六
六
－
一
七
一
四
）
に
活
字
化

す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　
だ
が
、
グ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
は
こ
の
原
図
に
正
確
に
基
づ
い
て
父
尉
彫
刻
を

行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
グ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
は
数
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
ョ
ン

の
学
理
と
精
神
を
咀
噛
し
な
が
ら
も
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
パ
ン

チ
カ
ッ
タ
ー
と
同
様
に
、
技
芸
者
と
し
て
眼
と
手
を
用
い
て
活
字
父
型
を

作
っ
た
豊
。

　
活
字
生
成
に
お
け
る
数
値
（
理
想
）
と
技
芸
（
現
実
）
の
相
剋
は
、
以
後
、

後
世
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
時
代
に
ま
で
連
綿
と
続
く
こ
と
に
な
る
。

活
字
鋳
造
と
組
版
に
お
け
る
計
測
単
位
の
基
準
・
体
系
化

　
活
字
製
造
に
お
け
る
活
字
サ
イ
ズ
（
ボ
デ
ィ
サ
イ
ズ
（
7
）
）
、
そ
し
て
そ
の

活
字
を
組
版
と
し
て
形
成
す
る
た
め
の
計
測
単
位
を
初
め
て
規
格
体
系
と

し
て
標
準
化
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
コ
コ
期
に
パ
リ
で
活
字
製
造
者

と
し
て
活
動
を
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
シ
モ
ン
・
フ
ー
ル
局
側
（
一
七
一
ニ
ー

六
八
）
で
あ
る
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
フ
ー
ル
ニ
エ
登
場
以
前
の
活
字
製
造
者
が
活
字
鋳

造
と
活
字
組
版
に
お
い
て
規
格
化
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

規
格
化
で
き
て
い
な
け
れ
ば
物
理
的
に
活
字
組
版
が
成
立
も
な
い
か
ら
だ
。

だ
が
、
そ
の
規
格
ば
活
字
鋳
造
所
ご
と
に
異
な
る
喝
の
で
あ
っ
た
。
活
字

製
造
と
組
版
・
印
刷
、
さ
ら
に
は
製
本
・
出
版
す
べ
て
を
自
家
で
賄
っ
て

い
た
家
内
制
手
工
業
の
時
代
に
あ
っ
て
、
標
準
化
は
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
活
字
の
大
き
さ
と
書
体
の
種
類
も
（
ロ
ー
マ
ン
体
と
イ
タ

リ
ッ
ク
体
程
度
で
あ
っ
た
）
少
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ
に
あ
げ

ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
時
代
が
下
り
、
活
字
鋳
造
と
印
刷
の
分
業
化
が
進
み
、
活
字

を
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
「
互
換
性
」
と
「
共

有
化
」
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
組
版
・
印

刷
所
が
異
な
る
活
字
鋳
造
所
の
活
字
を
混
用
し
て
組
も
う
と
す
る
場
合
、

物
理
的
に
日
ボ
デ
ィ
サ
イ
ズ
し
の
大
き
さ
が
統
一
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
活

㍗方
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ﾟ
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＝
＝

字
は
組
め
な
い
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
組
版
・
印
刷
業
者
に
と

　
っ
て
、
ボ
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
不
揃
い
を
解
消
す
る
こ
と
は
切
実
な
課
題
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
フ
ユ
ル
ニ
エ
は
ボ
デ
ィ
ナ
イ
ズ
間
．
の
比
例
関
係
を
列
挙
し
た
『
比
例
対

照
表
』
を
一
七
三
七
年
に
作
成
。
そ
れ
は
異
な
る
サ
イ
ズ
同
士
に
比
例
関

係
を
設
定
し
、
異
サ
イ
ズ
の
活
字
が
混
用
さ
れ
た
際
の
不
整
合
を
解
消
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
チ
で
あ
る
コ
プ
ー
ス
L
を
1
2
分
割
し
ー
プ
ー
ス

巨
1
2
リ
ー
ニ
ュ
と
定
め
、
さ
ら
に
ー
リ
ー
ニ
ュ
が
6
ポ
イ
ン
ト
に
相
当
す

る
よ
う
に
設
定
し
体
系
化
し
た
。
こ
れ
が
現
在
に
ま
で
繋
が
る
ポ
イ
ン

ト
・
シ
ス
テ
ム
の
原
形
で
あ
る
。

　
フ
ー
ル
ニ
エ
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
、
一
七
四
二
年
発
行
の
『
印
刷
活
字

見
本
図
B
』
に
あ
ら
た
め
て
掲
載
、
　
一
七
六
四
年
に
は
『
比
例
対
照
表
』
を

さ
ら
に
発
晟
さ
せ
た
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
『
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
手

引
き
図
2
D
』
で
発
表
し
た
。
そ
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
次
世
代
の
活
字
製

造
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
デ
ィ
ド
（
一
七
三
〇
1
一
八
○

，
四
）
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　
後
世
「
デ
ィ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
標
準
的
な
イ
ン
チ
と
の
関
係
が
今
一
つ
不
正
確
で
、
精
度
が
悪
か

　
つ
た
フ
ー
ル
ユ
エ
の
シ
ス
テ
ム
を
再
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
デ
ィ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
を
始
め
と
す

る
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
活
字
版
印
刷
の
標
準
値
と
し
て
普
及
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
｝
般
化
す
る
近
年
ま
で
採
用
さ
れ
続
け
た
。
ち
な
み
に
、
メ
ー

ト
ル
法
に
換
算
す
る
と
ー
ポ
イ
ン
ト
ー
1
0
・
3
7
5
9
ミ
リ
で
あ
る
。

　
フ
ー
ル
ニ
エ
の
シ
ス
テ
ム
を
源
流
と
し
、
一
九
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
で

整
備
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
「
ア
ン
ダ
p
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ

イ
ン
ト
」
で
あ
る
。

　
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
で
は
ー
イ
ン
チ
を
7
2
分
割
し
た

サ
イ
ズ
、
ー
ポ
イ
ン
ト
ー
－
σ
・
3
5
1
4
ミ
リ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
こ
の
設
定
値
を
「
九
〇
五
年
に
採
用
、
日
本
で
は
［
九
〇
八

年
以
降
よ
り
新
聞
社
を
中
心
に
採
用
さ
れ
、
金
属
活
字
に
よ
る
活
字
版
印

刷
の
現
場
で
標
準
値
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
る
。

　
そ
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
「
D
T
P
ポ
イ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ

る
現
在
の
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
ー
イ
ン
チ
を
正
確
に
分
割
し
た
サ

イ
ズ
、
ー
ポ
イ
ン
ト
ー
1
0
・
3
5
2
8
ミ
リ
と
設
定
さ
れ
、
こ
れ
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
お
け
る
計
測
単
位
の
世
界
標
準
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
活
字
製
造
の
数
値
に
よ
る
規
格
化
と
標
準
化
は
、
単
に
合
理
化
と
い
っ

た
利
便
性
だ
け
で
な
く
、
量
産
規
格
品
↓
流
通
↓
産
業
と
い
う
意
味
に
お

い
て
の
「
近
代
」
を
結
果
的
に
導
く
こ
と
に
な
る
。
歴
史
的
経
緯
か
ら
見

て
も
、
こ
の
フ
ー
ル
ニ
エ
の
業
績
は
来
る
べ
き
産
業
革
命
を
準
備
し
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
「
型
」
に
よ
る
昆
里
産
規
格
品
「
タ
イ
プ
（
活

字
）
」
の
存
在
は
、
言
語
伝
達
以
上
の
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

5
2

号
　第会

社語
言



↓
図
1
9
　
ピ
エ
ー
ル
・
シ
モ
ン
．
・
フ
ー
ル
ニ
エ
に
よ
る

『
比
例
対
照
表
』
は
『
印
刷
活
字
見
本
』
に
掲
載
さ
れ

た
。
（
縮
小
　
一
七
四
二
）

↑
図
2
0
　
一
七
六
四
年
に
フ
ー
ル
ニ
エ
は
『
比
例
対
照

表
』
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
を

『
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
手
引
き
』
で
発
表
し
た
。
（
原
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（
8
）
　
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
『
タ
イ
ポ
グ

ラ
フ
ィ
学
会
誌
0
1
』
「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
文

字
の
大
き
さ
に
関
す
る
考
察
」
山
本
太
郎
（
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
学
会
　
二
〇
〇
七
）
の
論
文
に
詳
し
い
。

（
9
）
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
ア
メ
リ
カ
の

活
字
版
印
刷
黎
明
期
を
支
え
た
第
一
等
の
印
刷
人
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
彼
は
印
刷
業
で
身
を
立
て
名
を
揚
げ
た
の
ち
に
科
学
研

．
究
と
公
共
・
行
政
事
業
に
携
わ
っ
た
。
一
七
五
七
年
か
ら

独
立
宣
言
前
ま
で
の
七
五
年
ま
で
の
問
イ
ギ
リ
ス
に
駐
在

し
、
職
務
の
合
間
を
縫
っ
て
ジ
ョ
ン
・
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ズ
ロ
ン
な
ど
後
世
印
刷
史
に
名
を
残

す
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
な
活
字
鋳
造
所
を
訪
問
し
て
い
る
。

　
帰
国
後
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
起
草
委
員
と
し
て
活

動
、
ま
た
独
立
宣
言
書
の
実
質
的
な
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
独
立
宣
言
書
は

　
キ
ャ
ズ
ロ
ン
の
活
字
で
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
独
立
宣
言
後
は
駐
仏
全
権
公
使
と
し
て
フ
ラ
ン
ス

　
に
八
年
間
駐
在
し
、
こ
こ
で
も
当
地
の
主
要
な
活
字
鋳
造

所
で
あ
っ
た
デ
ィ
ド
や
フ
ー
ル
ニ
エ
を
訪
ね
て
い
る
。

（
1
0
）
　
当
時
、
活
字
サ
イ
ズ
の
名
称
は
数
字
で
表
わ
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
マ
ー
（
1
8

ポ
）
、
パ
イ
カ
（
1
2
ポ
）
、
　
ス
モ
ー
ル
・
パ
イ
カ
（
1
ー
ポ
）
、

ロ
ン
グ
・
プ
リ
マ
ー
（
1
0
ポ
）
、
ブ
レ
ヴ
ィ
ア
（
8
ポ
）
、

ミ
ニ
オ
ン
（
7
ポ
）
、
ル
ビ
ー
（
5
・
5
ポ
）
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
「
活
字
」
が
規
格
・
標
準
化
・
量
産
化
さ
れ
て
流

通
（
普
及
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
書
記
言
語
」
の
固
定
化
も
同
時
に
推

進
さ
れ
る
。
「
書
記
言
語
」
の
固
定
化
と
は
綴
字
法
、
句
読
法
、
文
法
と

い
っ
た
言
語
表
記
法
の
確
立
を
指
す
。
活
字
版
印
刷
術
の
伝
播
の
経
路
と
、

イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
な
ど
の
言
駈
叩
表
記
法
確
立
の
年
代
順

は
、
そ
の
軌
を
一
と
す
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
＊

　
翻
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
活
字
版
印
刷
術
は
と
い
え
ぼ
、
幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
移
植
さ
れ
た
も
の
、
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
わ
が
国
の
活
字
版
印
刷
の
祖
、
本
木
昌
造
（
も
と
ぎ
し
ょ
う
ぞ
う
　
一
八

二
四
i
七
五
）
は
、
残
念
な
が
ら
活
字
版
印
刷
術
の
創
始
者
ヨ
ハ
ン
・
グ

ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
相
当
す
る
人
物
で
は
な
い
。
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で

あ
っ
た
彼
は
、
出
島
で
見
た
で
あ
ろ
う
活
字
版
印
刷
術
の
移
植
と
、
そ
の

普
及
と
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
人
物
な
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
活
字
版
印
刷
術
は
、
活
字
版
印
刷
用
の
機
材
と
周
辺

機
器
、
技
術
、
書
体
デ
ザ
イ
ン
（
こ
の
場
合
仮
名
書
体
は
含
ま
れ
な
い
の
だ

が
）
を
含
む
「
物
」
と
「
事
」
の
ほ
と
ん
ど
が
移
植
に
よ
る
も
の
だ
。

　
そ
し
て
そ
の
多
く
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
あ
っ
た
中
国
・
上

海
、
も
し
く
は
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
機
材
と
周
辺
機
器
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
「
サ
イ

ズ
」
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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図
2
1
　
号
数
制
活
字
の
体
系
。
（
原
寸
）
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
活
字
サ
イ
ズ
の
規
格
統
一
が
合
衆
国
活
字
業
協
会

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
は
．
一
八
．
八
六
年
の
こ
と
。
し
た
が
っ
て
本
木
昌
造

は
、
そ
れ
以
前
の
サ
イ
ズ
体
系
を
日
本
に
導
入
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
規
格
統
一
以
前
、
ア
メ
リ
カ
の
活
字
鋳
造
所
の
多
く
が
活
用
し
て
い
た

ナ
イ
ズ
体
系
は
、
当
時
最
大
大
手
で
あ
っ
た
マ
ッ
ケ
ラ
ー
・
ス
ミ
ス
ズ
・

ジ
ョ
ル
ダ
ン
活
字
鋳
造
所
が
採
用
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
、
「
ジ
ョ
ン
ソ

ン
・
パ
イ
カ
」
に
拠
る
も
の
が
大
半
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
8
）
。

　
こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
パ
イ
カ
は
、
か
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
（
一
七
〇
六
－
九
〇
）
（
9
）
が
、
二
仏
全
権
公
使
時
代
に
フ
ー
ル
ニ
エ
の
活

字
鋳
造
所
か
ら
印
刷
用
資
材
．
一
式
を
購
入
し
た
と
い
う
歴
史
的
関
連
を
持

つ
サ
イ
ズ
体
系
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
フ
ー
ル
ニ
エ
に
端
を
発
す
る
ポ
イ
ン

．
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
日
本
上
陸
で
あ
る
。

　
本
木
昌
造
ら
は
こ
う
し
た
活
字
サ
イ
ズ
の
倍
数
体
系
（
n
）
を
、
「
号
」
図
a
と

い
う
名
称
に
置
換
し
活
用
し
は
じ
め
た
。

　
の
ち
わ
が
国
で
は
規
格
統
一
さ
れ
た
「
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ

イ
ン
ト
」
を
明
治
末
期
（
一
九
〇
八
）
以
降
に
採
用
し
は
じ
め
る
が
、
従

来
の
「
号
」
体
系
の
も
の
と
「
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
」

双
方
が
、
金
属
活
字
に
よ
る
印
刷
の
現
場
で
併
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
こ
の
ー
ポ
イ
ン
ト
ー
1
0
・
3
5
1
4
ミ
リ
の
ア
ン
グ
ロ
・
ア

メ
リ
カ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
が
J
I
S
規
格
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
は
一
九
六

二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

イ
フ
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＝

　
金
属
活
字
の
次
世
代
の
組
版
機
で
あ
る
邦
文
用
写
真
植
字
機
は
、
一
九

二
四
年
に
森
沢
信
夫
と
石
井
茂
吉
の
両
氏
に
よ
っ
て
特
許
出
願
さ
れ
、
五

年
後
の
二
九
年
に
初
期
実
用
機
が
完
成
し
た
。
写
真
植
字
で
は
、
当
初
ア

ン
グ
ロ
・
ア
メ
ゾ
カ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
メ
ー

ト
ル
法
に
し
た
が
っ
た
「
級
」
塁
と
い
う
単
位
に
改
め
ら
れ
る
。

「
級
」
と
は
一
、
ミ
リ
を
4
分
割
し
凌
0
・
2
5
ミ
リ
を
1
級
と
す
る
単
位

で
あ
り
、
今
日
の
日
本
語
用
組
版
の
D
T
P
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
も
ポ
イ
ン

ト
・
シ
ス
テ
ム
乏
併
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
4
分
割
す
な
わ
ち
O
轟
詳
興
、
略
し
て
「
Q
」
、
漢
字
に
置
換
し
て

「
級
」
、
こ
れ
が
写
真
植
字
の
設
定
基
準
値
と
な
っ
て
い
る
。
写
真
植
字
で

は
、
こ
の
0
・
2
5
ミ
リ
を
基
本
単
位
と
し
て
活
字
サ
イ
ズ
と
字
送
り
、

行
送
り
を
設
定
し
組
版
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

活
字
製
造
・
制
作
に
お
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

　
産
業
革
命
以
降
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
活
動
は
大
規
模
工
場
で
の
大
量
生
産

時
代
に
突
入
し
て
い
く
。
な
か
で
も
活
字
製
造
と
印
刷
産
業
は
そ
の
先
陣

を
切
っ
て
、
機
械
の
大
型
化
と
自
動
化
を
推
進
さ
せ
た
。

　
活
字
版
印
刷
術
創
始
以
来
、
活
字
製
造
の
工
程
は
鋳
型
に
鉛
合
金
を
流

し
込
み
、
一
本
ず
つ
活
字
を
鋳
造
し
人
間
の
手
で
組
み
上
げ
て
い
く
と
い

．
う
、
多
大
な
労
力
と
時
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
八
三
八
年
に
ア
メ
リ
カ
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
ス
・
ジ
ュ

ニ
ア
（
「
八
〇
ニ
ー
九
二
）
が
発
明
し
た
手
回
し
式
の
活
字
鋳
造
機
「
ブ
ル

ー
ス
活
字
鋳
造
機
」
の
登
場
に
よ
っ
て
、
手
動
式
な
が
ら
も
鋳
造
の
速
度

は
格
段
に
向
上
し
生
産
性
を
高
め
て
い
た
。

　
一
八
八
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
人
オ
ッ
ト
マ
ー
・
マ
ー
ゲ
ン
タ
ー

ラ
ー
（
一
八
五
四
－
九
九
）
が
、
一
行
単
位
で
活
字
を
鋳
造
す
る
機
械
、
ラ

イ
ノ
タ
イ
プ
自
動
活
字
鋳
造
植
字
機
箆
を
発
明
し
、
一
八
八
七
年
に
は
同

国
の
タ
ル
バ
ー
ト
・
ラ
ン
ス
ト
ン
（
一
八
四
四
－
一
九
＝
二
）
が
、
一
文
字

単
位
で
活
字
を
鋳
造
し
植
字
ま
で
で
き
る
モ
ノ
タ
イ
プ
自
動
活
字
鋳
造
植

字
機
蟹
を
考
案
、
八
九
年
に
は
試
作
機
を
完
成
さ
せ
た
。

　
こ
れ
ら
の
自
動
活
字
鋳
造
植
字
機
で
は
、
字
幅
が
一
文
字
ず
つ
異
な
る

ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
、
素
早
く
自
動
的
に
鋳
造

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
合
理
的
で
効
率
的
に
製
造
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
考
案
さ
れ
た
。

　
モ
ノ
タ
イ
プ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
全
角
（
e
m
、
1
一
1
の
正
方
形
）
を

1
8
ｪ
割
し
（
ラ
イ
ノ
タ
イ
プ
は
1
9
分
割
で
あ
る
）
、
個
々
に
字
幅
が
異
な
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
の
文
字
幅
（
セ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ド
ゥ
ス
）
を
1
8
分
割
し
た
ユ
ニ
ッ
ト

の
い
ず
れ
か
の
数
値
に
あ
て
は
め
、
数
値
管
理
に
よ
っ
．
て
活
字
を
鋳
造
で

き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
塁
。

　
例
え
ば
小
文
字
の
i
、
一
、
1
は
5
／
1
8
工
ニ
ッ
ト
、
a
、
c
、
e
は

8
／
1
8
ユ
ニ
ッ
ト
、
大
文
字
の
M
、
W
は
1
8
／
1
8
ユ
ニ
ッ
ト
の
矩
形
に
納

5
6
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写
真
植
字
の
サ
イ
ズ
体
系
に
は
メ
ー
ト
ル
法

に
よ
る
「
級
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
体
系
は

号
数
と
ポ
イ
ン
ト
の
倍
数
体
系
に
倣
っ
て
い
る
。
（
縮
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↓
図
2
5
　
モ
ノ
タ
イ
プ
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
1
8

ユ
ニ
ッ
ト
。
ユ
ニ
ッ
ト
数
は
書
体
に
よ
っ
て
異
な
る
。

”
鱒
”
”
”
”
旙
㎜

上
は
ス
コ
ッ
チ
・
ロ
ー
マ
ン
、
下
は
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
。

↑
図
2
3
　
ラ
イ
ノ
タ
イ
プ
自
動
活
字
鋳
造
植
字
機
。

↑
図
2
4
　
文
字
入
力
用
の
モ
ノ
タ
イ
プ
・
キ
ー
ボ
ー
ド

（
上
）
と
モ
ノ
タ
イ
プ
自
動
活
字
鋳
造
植
字
機
（
下
）
。

レ
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一

噛

O

イ
フ
ラグポイタ
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め
る
と
い
う
よ
う
に
だ
。
つ
ぎ
り
個
々
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
・
デ
ザ
イ
ン
は
、

機
械
の
都
合
と
制
約
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
側
面
を
併
せ
持
つ
。

ま
た
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
レ
タ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
（
字
間
）
の

調
整
に
も
応
用
さ
れ
た
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
全
角
を
分
割
す
る
単
位
が
細
か
け
れ
ば
細

か
い
ほ
ど
必
然
的
に
精
度
は
高
ま
り
、
書
体
デ
ザ
イ
ン
は
自
然
な
形
象
に

近
付
く
。
そ
の
た
め
時
代
が
下
が
り
ユ
ニ
ッ
ト
が
細
分
化
さ
れ
る
に
し
た

が
っ
て
書
体
デ
ザ
イ
ン
の
精
度
は
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
先
に
人
文
主
義
者
た
ち
の
ロ
ー
マ
大
文
字
の
分
割
に
つ
い
て
記
述
し
た

が
、
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
主
た
る
目
的
は
、
機
械
に
よ
る
活
字
鋳
造

と
植
字
工
程
の
合
理
化
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
大
文
字
を
幾
何
学
的
に
構
成
す

．
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
分
割
法
と
は
根
本

的
に
異
な
る
も
の
な
の
だ
。

　
邦
文
写
真
植
字
に
も
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
応
用
さ
れ
た
。

　
写
真
植
字
に
は
金
属
活
字
の
よ
う
に
物
理
的
な
大
き
さ
（
ボ
デ
ィ
サ
イ

ズ
）
が
な
い
。
写
真
植
字
は
ガ
ラ
ス
文
字
盤
に
定
着
さ
れ
た
ネ
ガ
状
の
文

字
書
体
が
、
レ
ン
ズ
に
よ
る
拡
大
・
縮
小
率
に
よ
っ
て
サ
イ
ズ
決
定
さ
れ

て
光
学
処
理
で
印
画
紙
に
焼
き
つ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
書
体
デ
ザ
イ

ン
を
す
る
際
に
も
活
字
サ
イ
ズ
を
指
定
す
る
た
め
に
も
仮
想
の
枠
「
仮
想

ボ
デ
ィ
」
を
必
要
と
す
る
。

　
写
真
植
字
に
お
け
る
和
文
書
体
の
仮
想
ボ
デ
ィ
は
、
金
属
活
字
の
四
角
．

柱
と
同
様
に
正
方
形
（
全
角
1
一
1
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
全
角
を
縦

横
1
6
分
割
（
の
ち
3
2
分
割
）
し
た
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
の
単
位
に
よ
っ
て
、
邦

文
写
真
植
字
に
お
け
る
欧
文
書
体
の
文
字
幅
が
設
定
さ
れ
た
図
2
6
。

　
ま
た
欧
文
、
和
文
も
共
に
0
・
2
5
ミ
リ
単
位
の
制
御
だ
け
で
な
く
、

級
数
個
々
に
対
応
し
た
1
6
あ
る
い
は
3
2
分
割
ユ
ニ
ッ
ト
の
単
位
に
よ
っ
て

字
間
の
調
整
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
限
り

な
く
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
八
四
年
、
ア
ッ
プ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
⑧
社
に
よ
っ
て
マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
⑪
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
登
場
し
、
情
報
伝
達
の
構

造
を
革
新
さ
せ
た
。
文
字
組
版
で
い
え
ば
、
そ
れ
ま
で
印
刷
・
組
版
業
者

専
有
だ
っ
た
も
の
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
編
集
者
だ
け
で
な
く
一
般
的
に
も

解
放
さ
れ
た
。

　
機
械
鋳
造
に
よ
る
金
属
活
字
に
お
い
て
も
写
真
植
字
の
時
代
に
お
い
て

も
、
活
字
制
作
と
組
版
に
お
け
る
調
整
可
能
な
全
角
の
ユ
ニ
ッ
ト
数
は
二

桁
以
上
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
制
作
者
は
理
想
的
な
文

字
形
象
と
機
械
と
の
整
合
性
の
接
点
を
求
め
る
こ
と
に
必
要
以
上
に
傾
注

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
機
械
の
制
約
に
縛
ら
れ
な
い
時
代
の
手
組
用
の
活
字
書

体
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
お
る
意
味
で
理
想
的
で
あ
る
と
い
う
論
拠
が
成
立
す

る
こ
と
に
も
な
る
。

5
8
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↓
図
2
6
　
写
真
植
字
に
お
け
る
1
6
分
割
の
ユ
ニ
ッ
ト
・

シ
ス
テ
ム

↓
図
2
7
　
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
に
お
け
る
1
0
0
0
メ

ッ
シ
ュ
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
。
（
部
分
）

　
し
か
し
1
現
時
点
で
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
け
る
印

刷
用
書
体
（
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
）
は
、
任
意
の
サ
イ
ズ
に
対
し
て
縦
横
1

0
0
0
分
割
（
1
0
0
0
メ
ッ
シ
ュ
）
が
基
準
値
男
と
し
て
設
定
さ
れ
、
フ

ォ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
電
子
信
号
と
し
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

組
版
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
で
一
／
1
0
0
0
単
位
で
の
レ
タ
ー
・
ス
ペ
ー
ス

調
整
も
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
の
制
作

現
場
で
は
、
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
数
値
（
1
5
0
0
0
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
）

で
の
書
体
開
発
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
1
0
0
0
メ
ッ
シ
ュ
に
間
引

い
て
フ
ォ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
生
成
し
て
い
る
の
だ
。

　
か
つ
て
先
人
た
ち
が
求
め
て
き
た
数
値
化
、
定
量
・
定
数
化
、
規
格
化

は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
精
度
は
、
も
は
や
人
間
の
眼
と
手
の
領
域
を
も

は
る
か
に
超
え
、
紙
に
イ
ン
キ
を
転
写
す
る
と
い
う
物
理
的
な
再
現
の
範

囲
（
た
と
え
ば
画
面
上
・
数
値
上
で
は
表
現
で
き
て
い
る
が
印
刷
で
は
細
密
す
ぎ

て
表
現
で
き
な
い
極
細
の
罫
線
な
ど
）
を
も
軽
々
と
超
え
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
だ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、
あ
ま
た
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
が
営
々
と
求

め
続
け
て
き
た
理
想
的
な
書
体
デ
ザ
イ
ン
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
の
制
約
は
一
切
合
切
取
り
払
わ
れ
た
、
と
い
っ
た
案
配
だ
。

　
実
際
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
登
場
以
降
、
デ
ジ
タ
ル
・
タ

イ
プ
は
加
速
度
的
に
増
え
続
け
た
。
か
つ
て
金
属
活
字
も
写
植
活
字
も
実

現
不
可
能
だ
っ
た
、
筆
脈
の
接
続
を
要
す
る
繊
細
な
ス
ク
リ
プ
ト
書
体
や

手
書
き
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
有
し
た
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
系
書
体
、
古
典
書
体
の

イ
フ
ラグポイタ
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ザ

認
　
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク

ン
ド
と
ジ
ャ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ッ
サ

の
設
計
に
よ
る
「
べ
ー
オ
ウ
ル
フ
」
。

ー
オ
ウ
ル
フ
の
骨
格
は
ご
く
オ
ー
ソ
ド

ク
ス
な
ロ
ー
マ
ン
体
（
上
）
を
基
に
し

い
る
。
（
一
九
九
〇
）

刻
、
そ
れ
に
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
の
碑
文
に
代
表
さ
れ
る
ロ
ー
マ
大
文
字
の
碑

系
書
体
、
筆
や
ペ
ン
な
ど
筆
記
具
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
色
濃
く
残
っ
た
筆

系
書
体
な
ど
、
お
よ
そ
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
文
字
形
象
の
ほ
と
ん
ど

、
1
0
0
0
メ
ッ
シ
ュ
の
フ
ォ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
落
と
し
込
ま

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
実
装
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、
五
百
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
展
開

れ
て
き
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
数
値
（
理
想
）
と
技
芸
（
現
実
）
の
相
剋

終
焉
と
捉
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

　
　
　
　
＊

一
九
九
〇
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
よ
っ
て
キ
ャ
ラ
ク

個
々
の
形
象
が
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
⑧
の
画
面
に
現
れ
る
度
に
変
化
す

書
体
「
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
憂
」
が
登
場
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
の
若
い
タ
イ
プ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
エ
リ
ッ
ク
・

ァ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
と
ジ
ャ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ッ
サ
ム
。
彼
ら

、
か
つ
て
先
人
達
が
追
い
求
め
た
、
人
間
の
理
性
に
よ
っ
て
制
御
可
能

領
域
に
あ
る
書
体
デ
ザ
イ
ン
に
は
も
は
や
興
味
な
し
、
と
も
い
わ
ん
ば

り
に
「
べ
ー
オ
ウ
ル
フ
」
を
発
表
し
た
の
だ
。

べ
ー
オ
ウ
ル
フ
は
、
そ
の
形
象
の
奇
抜
さ
ゆ
え
、
単
な
る
キ
ッ
チ
ュ
な

体
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
時
代
の
流
行
書
体
と
し
て
消
費
さ

る
運
命
を
辿
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
の
背
後
に
は
、
タ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。

0



　
そ
の
一
つ
は
、
規
格
化
さ
れ
た
文
字
の
「
型
（
タ
イ
プ
）
」
を
も
と
に
、

繰
り
返
し
「
同
じ
形
象
で
再
生
さ
れ
る
」
公
的
文
字
、
と
い
う
「
活
字
の

定
義
」
を
、
ぺ
ー
オ
ウ
ル
フ
は
「
可
変
造
形
す
る
活
字
」
で
あ
る
が
ゆ
え

に
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
点
。

　
さ
ら
に
も
う
一
点
。
文
字
活
字
が
印
刷
に
よ
っ
て
現
れ
る
時
に
つ
き
ま

と
う
イ
ン
キ
の
滲
み
や
掠
れ
と
い
っ
た
予
測
・
制
御
不
能
の
事
象
（
ノ
イ

ズ
）
は
、
既
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
も
の
と
し
、
予

測
・
制
御
不
能
の
事
象
、
あ
る
い
は
文
字
を
成
立
さ
せ
て
い
た
人
間
が
書

く
と
い
う
身
体
性
を
含
む
不
規
則
な
リ
ズ
ム
を
、
逆
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
よ
っ
て
再
制
御
・
再
現
出
さ
せ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
二
点
に

お
い
て
ぺ
ー
オ
ウ
ル
フ
の
登
場
は
正
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
禁
断
の
木
の
実
と
い
え
な
く
も
な
い
未
知
な
る
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
べ

ー
オ
ウ
ル
フ
が
登
場
し
て
早
十
八
年
た
つ
。
し
か
し
現
在
に
至
る
も
べ
ー

オ
．
ウ
ル
フ
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
文
が
こ
の
分
野
か
ら
出
る
気
配
は
な
い
。

紙
面
設
計
に
お
け
る
規
格
化
と
数
値
化
（
1
）

ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

　
こ
れ
ま
で
文
字
・
活
字
設
計
と
組
版
に
お
け
る
数
値
・
定
数
化
、
規
格

化
の
概
略
を
追
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
活
字
書
体
が
組
ま
れ
紙
面
に

定
着
さ
れ
る
際
の
数
値
・
定
数
化
、
規
格
化
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　
活
字
版
印
刷
術
が
発
明
さ
れ
る
は
る
か
以
前
の
書
写
本
の
時
代
よ
り
、

紙
面
に
文
字
が
記
さ
、
れ
る
体
裁
（
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）
は
、
段
組

（
コ
ラ
ム
）
と
呼
ば
れ
る
様
式
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
文
字

が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
「
書
物
」
ほ
ぼ
す
べ
て
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
り
、
た
と
え
テ
キ
ス
ト
の
支
持
体
が
紙
で
も
皮
革
で
も
な
く
、
石

な
ど
の
鉱
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
コ
ラ
ム
は
存
在
し
て
き
た
。

　
活
字
版
印
刷
術
の
創
始
者
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
は
、
活
字
書
体
の
デ
ザ
イ

ン
だ
け
で
な
く
、
二
段
組
と
い
う
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
も
当
時
の
書

写
本
に
倣
っ
て
い
る
塁
。
活
字
版
印
刷
術
は
基
本
的
に
既
存
の
書
写
本
、

を
、
機
械
を
使
っ
て
合
理
的
・
効
率
的
に
複
製
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
末
、
か
つ
て
誰
も
顧
み
な
か
っ
た
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
重
要
性
を
説
く
人
物
が
現
れ
る
。

　
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
で
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
を
提
唱
し
、

社
会
主
義
者
と
し
て
活
動
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（
一
八
三
四
－
九

六
）
で
あ
る
。
モ
リ
ス
が
デ
ザ
イ
ン
に
与
え
た
影
響
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
語
り
尽
く
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
れ
は
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
分
野
に
お
い
て
も
同
様
で
、
実
際
に
彼
の

個
人
印
刷
所
で
あ
る
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
の
活
字
書
体
、
組
版
、

印
刷
・
製
本
な
ど
、
モ
リ
ス
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
事
蹟
に
つ
い

て
の
研
究
書
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
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鰹

図
2
9
　
ヨ
ハ
ン
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の

の
本
文
組
版
。
（
一
四
五
〇
1
五
五
）

『
4
2
行
聖
書
』

図
3
0
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
版
面
設
定
。

翻
籍騒
謹

　
モ
リ
ス
は
紙
面
に
お
け
る
組
版
の
位
置
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
抽

象
的
で
は
あ
る
も
の
の
初
め
て
提
示
し
た
。

「
文
字
組
版
の
版
面
は
、
ノ
ド
（
糸
で
か
が
ら
れ
た
中
央
部
）
の
余
白
は
も

っ
と
も
狭
く
、
天
（
上
部
）
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
広
く
、
小
口
（
書
物
の
左

右
の
外
側
）
は
さ
ら
に
広
く
、
地
（
下
部
）
は
も
っ
と
も
広
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
中
世
の
書
物
で
は
、
写
本
で
あ
れ
印
刷
本
で
あ
れ
、
こ
の
規
則

か
ら
の
逸
脱
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
の
間
隔
と
位
置
の

問
題
は
美
し
い
書
物
を
制
作
す
る
の
に
一
番
大
事
な
こ
と
で
あ
る
」
と
記

し
、
テ
キ
ス
ト
が
見
開
き
単
位
で
一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
見
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
説
い
た
の
だ
っ
た
図
3
0
。

　
モ
リ
ス
に
続
い
た
の
は
、
彼
の
直
接
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス

の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（
一
八
七
ニ
ー
［
九
四
四
）
で
あ
る
。

　
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
今
日
に
お
い
て
も
、
近
代
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
の
開
祖
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
著
書
『
≦
ユ
ロ
ロ
o
q
魍
目
§
雫

口
9
ロ
コ
ゆ
q
、
き
α
い
①
簿
①
匿
o
q
』
（
一
九
〇
六
、
邦
文
訳
『
書
字
法
・
装
飾
法
・
文
字
造

形
』
遠
山
由
実
訳
朗
文
堂
　
二
〇
〇
五
）
は
、
古
典
的
な
書
法
を
具
体
的
に

示
し
詳
細
に
解
説
し
た
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
の
教
科
書
と
し
て
世
界
各
国
で
翻

訳
さ
れ
、
刊
行
以
来
現
在
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
発
行
さ
れ
続
け
て
い

る
名
著
で
あ
る
。

　
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
そ
の
著
作
の
一
節
で
、
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

以
下
の
よ
う
に
具
体
的
な
数
値
で
提
示
し
た
。
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姜
≡
［

夢判
樽

難
認

図
3
一
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
紙
面
に
お
け

る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
。
（
一
九
〇
六
）

「
マ
ー
ジ
ン
は
テ
ク
ス
ト
を
ほ
か
の
部
分
と
分
離
す
る
た
め
に
は
不
可
欠

な
余
白
の
部
分
で
、
文
字
を
読
み
や
す
く
し
か
も
美
し
く
保
つ
た
め
に
と

て
も
重
要
で
あ
る
。
狭
い
よ
り
は
広
い
マ
ー
ジ
ン
の
ほ
う
が
無
難
だ
が
、

無
闇
に
広
く
取
る
の
は
逆
効
果
で
あ
る
。
…
…
各
ペ
ー
ジ
の
中
で
の
テ
ク

ス
ト
と
マ
ー
ジ
ン
の
比
率
は
状
況
次
第
で
決
ま
る
の
で
、
感
性
に
頼
る
部

分
が
大
き
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
ペ
ー
ジ
サ
イ
ズ
と
そ
れ
に
対
応

し
た
マ
ー
ジ
ン
の
定
型
を
、
あ
ら
か
じ
め
何
と
お
り
か
用
意
し
て
お
く
と

便
利
だ
ろ
う
。

　
ほ
か
の
各
部
と
マ
ー
ジ
ン
と
の
比
率
は
伝
統
に
し
た
が
う
。
す
な
わ
ち

地
の
マ
ー
ジ
ン
［
4
］
は
、
天
の
マ
ー
ジ
ン
［
2
］
の
二
倍
に
な
り
、
両

脇
小
口
の
マ
ー
ジ
ン
［
3
］
は
一
般
に
天
と
地
の
間
の
値
を
取
る
。

　
見
開
き
で
二
ペ
ー
ジ
分
を
見
た
時
に
、
テ
ク
ス
ト
の
ふ
た
つ
の
段
が
並

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
。
中
央
（
ノ
ド
）
に
位
置
す
る
各

ペ
ー
ジ
の
左
右
小
口
の
マ
ー
ジ
ン
は
、
実
際
に
は
ひ
と
つ
の
空
間
と
し
て

統
合
さ
れ
て
見
え
る
の
で
、
ノ
ド
の
マ
ー
ジ
ン
を
小
口
の
半
分
程
度
に
狭

く
し
て
お
け
ば
、
双
方
の
ペ
ー
ジ
を
合
わ
せ
た
と
き
に
小
口
の
マ
ー
ジ
ン

と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
。
初
期
写
本
の
マ
ー
ジ
ン
の
比
率
は
、
ほ
ぼ
ノ
ド

ー
・
5
、
天
2
、
小
口
3
、
地
4
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
十
分
な

マ
ー
ジ
ン
を
適
宜
配
置
す
る
こ
と
で
、
書
物
は
格
段
に
使
い
や
す
く
し
か

も
美
し
く
な
る
。
男
」

　
こ
の
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
提
示
し
た
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
さ
ら
に

㍗乃林
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撃
一
塗
萎
暴
甕
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e
n
㎎
開
平
｛
　
@
　
@
　

チ
ヒ
ョ
ル
ト
に
よ
っ
て
編
集
と
デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
た

『
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
通
信
特
別
号
』
「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

の
基
礎
」
（
図
3
2
　
上
　
一
九
二
五
）
と
、
晩
年
に
手

掛
け
た
『
十
竹
口
書
画
譜
』
。
（
図
詔
　
下
　
一
九
七
〇
）

↑
図
謎
　
「
ペ
ン
ギ
ン
組
版
ル
ー
ル
」
。
（
一
九
四
七
）

垂㎜
　
ﾋ

ゆ
け
の
り
の

｛
… c
　c
。

　
叩
伽

…
嚢

…
脚…

㎜

M
開

幽K㎞岬㎞
血

脚
P

灘
讐
軸

蕪
蜷
罐
…
鍵
難
鍵
灘

蕪
難
W
蝦
鎖
讐
鞭鐸
離

竃

詳
細
に
数
値
化
し
、
図
式
化
し
て
み
せ
た
の
が
、
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
、
ヤ
ン
・
チ
ヒ
ョ
ル
ト
（
一
九
〇
ニ
ー
七
四
）
で
あ
る
。

　
チ
ヒ
ョ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
生
ま
れ
、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
と

伝
統
的
な
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
学
び
、
一
九
二
三
年
ワ
イ
マ
ー
ル
で
の
バ

ウ
ハ
ウ
ス
展
に
感
化
さ
れ
、
そ
の
前
半
生
を
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ン
・
ス
タ
イ

ル
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
い
て
展
開
し
た
塁
。

　
ナ
チ
の
迫
害
を
逃
れ
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
を
拠
点
に
活
動
し
た
後
半
生

は
、
伝
統
的
な
様
式
に
基
づ
い
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
塁
に
回
帰
。
彼
は
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
二
つ
の
有
用
な
る
様
式
そ
れ
ぞ
れ
を
理
論
・
体

系
化
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
高
次
元
で
具
現
化
し
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
と

し
て
、
い
ま
だ
論
議
の
姐
上
に
．
の
ぼ
り
続
け
て
い
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

　
チ
ヒ
ョ
ル
ト
は
生
涯
数
多
く
の
文
学
作
品
の
ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
を
手

掛
け
た
。
な
か
で
も
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
イ
ギ
リ
ス
・
ロ

ン
ド
ン
の
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
社
で
の
仕
事
で
あ
る
。

　
彼
は
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
固
有
の
活
字
書
体
の
選
定
法
と
組
版
規
則

を
「
ペ
ン
ギ
ン
組
版
ル
ー
ル
塁
」
と
し
て
定
め
た
。
ま
た
、
ペ
ン
ギ
ン
・

ブ
ッ
ク
ス
の
各
シ
リ
ー
ズ
の
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、
高
品

質
で
あ
り
な
が
ら
も
大
量
生
産
を
前
提
と
し
た
、
合
理
的
で
汎
用
性
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
鵠
．
A
、
塁
，
B
。

　
一
九
六
二
年
、
チ
ヒ
ョ
ル
ト
は
自
身
が
徹
底
的
に
調
査
・
解
析
し
た
、

ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
設
定
基
準
値
と
規
範
図
式
（
カ
ノ
ン
）
を
開

6
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図
3
5
・
A
「
キ
ン
グ
・
ペ
ン
ギ
．
ン
」
用
の
デ
ザ
イ
ン
基

図
3
5
・
B
　
「
キ
ン
グ
・
ペ
ン
ギ
ン
」
用
の
紙
面
の
最
大

準
指
定
．
図
と
表
紙
用
．
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
。
（
．
｝
九
四
八
）

版
面
と
同
シ
リ
ー
ズ
共
通
の
タ
イ
ト
ル
・
プ
レ
ー
ト
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
（
【
九
四
八
）

♂瓢
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＝
一
一
一
一
≡
≡
≡

＝
≡
＝
一
一
≡
≡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琴
震
叢
、
．

図
訪
　
『
≦
窪
①
δ
ζ
帥
ゆ
く
臼
匡
9
一
羅
臣
臼
切
信
。
『
－

ω
Φ
ぽ
巨
α
α
①
ω
蟹
δ
願
q
色
ω
』
の
表
紙
。
（
一
九
六
二
）

図
認
　
フ
ァ
ン
・
デ
・
グ
ラ
ー
フ
に
よ
る
9
分
割
の
方

法
。
（
一
九
四
六
）

幽
し
た
。
『
≦
臨
貯
露
①
δ
ζ
9
。
ゆ
く
Φ
昏
普
巨
6
ω
①
α
霞
b
d
鐸
O
げ
ω
①
ぽ
E
乙
α
O
ω

ω
㊤
臼
ω
嘗
0
0
q
臨
ω
塁
』
（
一
九
六
二
、
邦
文
訳
『
紙
面
と
版
面
の
明
晰
な
プ
ロ
ポ
ー

シ
目
ン
』
武
村
知
子
訳
　
ア
イ
デ
ア
三
二
一
号
　
二
〇
〇
七
　
所
収
）
が
そ
れ
で

あ
る
。

　
彼
は
歴
代
の
書
物
を
解
析
し
、
有
用
な
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
定

数
と
規
範
図
式
を
再
構
成
し
て
み
せ
た
。
美
学
の
分
野
で
は
既
に
議
論
が

尽
き
た
は
ず
の
審
美
的
要
素
の
定
数
・
図
式
化
で
あ
る
。

　
チ
ヒ
ョ
ル
ト
は
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
期
の
写
本
工
房
の
工
匠
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
・

ド
・
オ
ネ
ク
ー
ル
の
紙
面
構
成
図
に
含
ま
れ
る
調
和
的
分
割
法
畢
や
、
チ

ヒ
ョ
ル
ト
と
同
時
代
の
研
究
者
フ
ァ
ン
・
デ
・
グ
ラ
ー
フ
塁
、
ラ
ウ
ル
・

ロ
ザ
リ
ヴ
ォ
塁
な
ど
の
分
割
法
を
具
体
的
に
図
式
化
し
、
応
用
展
開
を
試

み
、
汎
用
性
の
あ
る
指
標
と
し
て
の
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
提
示
し

て
み
せ
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
基
準
値
で
あ
っ
て
、
絶
対
値
で
は
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
書
体
の
種
類
と
サ
イ
ズ
、
そ
し
て
そ
の
ウ
ェ
イ
ト

（
太
さ
）
、
字
間
、
語
間
、
行
送
り
、
組
幅
な
ど
、
紙
面
に
お
け
る
所
与
の

関
係
は
そ
の
都
度
異
な
る
た
め
、
指
標
に
は
な
る
が
絶
対
値
と
は
な
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
チ
ヒ
ョ
ル
ト
は
、
数
値
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
定
数
「
目
」

と
「
手
」
が
良
質
の
書
物
の
均
整
を
か
た
ち
づ
く
る
の
だ
、
と
そ
の
著
作

に
印
し
た
の
で
あ
る
。
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図
3
9
　
ラ
ウ
ル
・
ロ
ザ
リ
ヴ
ォ
に
よ
る
紙
面
の
縦
横
の

9
分
割
。
（
一
九
六
一
）

園
田
　
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
・
ド
・
オ
ネ
ク
ー
ル
の
調
和
的
分

割
法
。
．
（
一
三
世
紀
前
半
）

イ
フ
ラ
クポ

イ
．タ

6
7

≡
一 ﾟ
三
≡
一
＝

≡
一
一
≡
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＝
≡ﾟ
＝
＝
≡

＝
＝ ﾟ
≡
一
一
＝

紙
面
設
計
に
お
け
る
規
格
化
と
数
値
化
（
2
）

グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム

　
そ
れ
ま
で
1
段
組
、
2
段
組
、
3
段
組
な
ど
縦
の
段
組
だ
け
を
考
慮
し

分
割
さ
れ
て
い
た
ブ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
、
縦
横
共
に
細
分
割
し
、

写
真
や
図
版
（
視
覚
情
報
）
と
テ
キ
ス
ト
（
言
語
情
報
）
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

支
援
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
、
「
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
格
子
状
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

　
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
、
ナ
チ
の
迫
害
を
逃
れ
中
立
国
ス
イ
ス
に
身

を
寄
せ
て
い
た
周
辺
諸
国
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
確
立
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
彼
ら
は
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス

テ
ム
を
用
い
て
視
覚
情
報
と
言
語
情
報
を
統
合
さ
せ
、
さ
ら
に
技
術
と
美

学
を
同
時
に
結
び
付
け
、
分
析
的
か
つ
機
能
的
で
秩
序
だ
っ
た
デ
ザ
イ
ン

を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
成
立
の
背
景
に
は
、
デ
ィ
・
ス
テ
ィ
ー
ル

や
バ
ウ
ハ
ウ
ス
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
前
衛
芸
術
運
動
の

潮
流
か
ら
派
生
し
た
「
デ
ィ
・
ノ
イ
エ
・
テ
ィ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
（
ニ
ュ
ー
・

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）
」
と
呼
ば
れ
る
機
能
的
で
合
理
的
な
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

の
存
在
が
あ
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
は
ロ
シ
ア
横
…
成
主
義
の
エ
ル
・
リ
シ
ツ

キ
ー
（
一
八
九
〇
1
一
九
七
七
）
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
ラ
ズ
ロ
・
モ
ホ
リ
阿
ナ

ジ
（
」
八
九
五
－
一
九
四
六
）
、
ヨ
ー
ス
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
一
八
九
三
一
一

九
四
八
）
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
バ
イ
ヤ
ー
（
｝
九
〇
〇
1
八
五
〉
、
そ
れ
に
オ
ラ

ン
ダ
の
ビ
ー
ト
・
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
（
一
八
八
五
－
一
九
四
一
）
な
ど
が
提
唱
・

実
践
し
た
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
で
あ
る
図
4
。
。

「
ニ
ュ
ー
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
で
は
一

　
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
機
能
的
か
つ
合
目
的
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
た
め
歴
史
・
宗
教
・
民
族
臭
が
付
着
し
た
従
来
の
ロ
ー
マ
ン
体
は
使
用

せ
ず
、
無
機
的
な
サ
ン
セ
リ
フ
（
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
を
用

い
る
こ
と
。
さ
ら
に
古
典
的
な
中
軸
揃
え
を
破
棄
し
、
時
代
と
生
活
の
運

動
性
に
適
応
し
た
能
動
性
の
あ
る
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
（
非
対
称
）
の
組
版

と
す
る
。
新
し
い
時
代
の
視
覚
情
報
で
あ
る
写
真
術
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

に
よ
る
視
覚
効
果
の
融
合
を
計
る
。
工
業
規
格
に
合
わ
せ
た
標
準
化
1

　
な
ど
が
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
を
論
理
的
に
言
語
化
し
、
体
系
化
し
た
の

が
若
き
ヤ
ン
・
チ
ヒ
ョ
ル
ト
で
あ
る
。

　
一
九
四
〇
年
代
後
半
、
補
助
的
と
は
い
え
グ
リ
ッ
ド
を
利
用
し
た
初
め

て
の
印
刷
物
が
発
行
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
だ
未
成
熟
な
も
の
と
は
い
え
、

規
則
的
な
原
則
に
基
づ
い
た
組
版
や
図
版
の
配
置
、
ペ
ー
ジ
・
レ
イ
ア
ウ

」
ト
の
均
一
性
、
そ
し
て
題
材
の
存
在
を
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
次
世

代
の
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
効
用
が
も
っ
と
も
具
体
的
に
示
さ
れ
た
の
が

一
九
五
八
年
目
刊
行
さ
れ
た
ス
イ
ス
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
誌
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…
　

　
　

騨

図
4
0
　
ラ
ズ
ロ
・
モ
ホ
リ
囲
ナ
ジ
自
身
に
よ
る
「
新
し

い
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
の
テ
キ
ス
ト
と
組
版
（
上
　
一

九
二
三
）
と
、
エ
ル
・
リ
シ
ツ
キ
ー
の
著
作
『
諸
芸
術

主
義
　
一
九
一
四
一
一
九
二
四
』
（
下
　
一
九
二
五
）
。

雛
…
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n
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1
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w
鴇

謹

図
4
1
　
『
ノ
イ
エ
・
グ
ラ
フ
ィ
ー
ク
』
。
（
一
九
五
八
）

『
ノ
イ
エ
・
グ
ラ
フ
ィ
ー
ク
（
ニ
ュ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
）
国
4
1
』
で

あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
ハ
ン
ス
・
ノ
イ
ブ
ル
ク
（
一
九
〇
四
－
八
三
）
、
リ
ヒ

ャ
ル
ト
・
ロ
ー
ゼ
（
一
九
〇
二
一
八
八
）
、
カ
ル
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
リ
（
一

九
一
九
一
八
六
）
ヨ
ゼ
フ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
－
ー
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
（
［
九
一
四
－

九
六
）
。
や
が
て
ス
イ
ス
・
デ
ザ
イ
ン
の
潮
流
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
で
あ
る
。

『
ノ
イ
エ
・
グ
ラ
フ
ィ
ー
ク
』
は
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の

三
ヵ
国
語
と
写
真
や
図
版
な
ど
の
視
覚
情
報
を
同
一
誌
面
に
視
覚
的
に
融

合
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
彼
ら
は
活
字
サ
イ
ズ
と
行
送
り
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
て
誌
面
を
分
割
し
、
数
学
的
秩
序
に

基
づ
い
た
グ
リ
ッ
ド
を
活
用
し
は
じ
め
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
は
の
ち
に
こ
の
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
を
『
グ
リ
ッ

ド
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・
イ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
豊
』
（
一
九
八
一

ニ
グ
リ
社
）
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
生
成
法
と
活
用
法
を
説
き
、
グ
リ
ッ

ド
・
シ
ス
テ
ム
の
理
念
を
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
た
。

「
組
織
化
し
て
明
確
さ
を
得
る
」
「
本
質
的
要
素
を
理
解
し
純
化
す
る
」

「
主
観
性
で
は
な
く
客
観
性
を
育
て
る
」
「
創
造
と
技
術
の
制
作
過
程
の
合

理
化
」
「
色
彩
、
形
態
、
素
材
の
統
合
」
「
面
と
空
間
に
建
築
的
支
配
を
確

保
す
る
」
「
能
動
的
態
度
を
と
る
」
「
建
築
的
創
造
的
精
神
に
よ
る
制
作
物

の
効
果
」
「
教
育
の
重
要
性
の
認
世
識
」
。

　
ま
た
そ
の
利
点
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
た
。
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図
4
2
　
ヨ
ゼ
フ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
1
ー
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
の
著

作
『
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・
イ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
デ
ザ
イ
ン
』
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
本
文
。
（
一
九
八
一
）

鞠
の

一

「
視
覚
伝
達
に
お
い
て
論
拠
を
客
観
的
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
本
文
や
図
版
を
規
則
正
し
く
論
理
的
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
本
文
と
図
版
と
が
調
和
を
保
ち
な
が
ら
、
簡
素
に
編
集
・
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
「
わ
か
り
や
す
く
、
高
度
な
均
衡
性
を
組
織
化
す
る
た
め

の
視
覚
要
素
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

　
こ
の
よ
う
な
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
性
格
上
、
言
語
情
報
を
主
と
す

る
書
籍
に
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
そ
の
か
わ
り
視
覚
情
報
を
優
先
す
る
雑
誌
、
カ
タ
ロ
グ
、
図
録
な

ど
の
冊
子
媒
体
の
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
、
広
告
、
販
売
促
進
物
、
展
示
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
、
サ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
時
代
が
求
め
る
新
た
な
媒
体
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
デ
ザ
イ
ン

は
世
界
の
デ
ザ
イ
ン
界
を
席
巻
し
た
。
わ
が
国
も
例
外
で
は
な
く
、
す
ぐ

さ
ま
そ
の
方
法
論
は
転
用
さ
れ
応
用
さ
れ
た
。

　
し
か
し
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
を
技
法
と
し
て
の
み
取
り
入
れ
不
用
意

に
活
用
す
る
と
、
紙
面
は
画
一
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
読
者
に

と
っ
て
は
ど
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
同
じ
よ
う
な
紙
面
が
現
れ
る
と
い
う
、

硬
直
し
た
単
調
な
ペ
ー
ジ
展
開
に
し
か
映
ら
な
く
な
る
の
だ
。
一
方
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、
単
純
に
グ
リ
ッ
ド
に
そ
っ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
い

く
の
に
は
効
率
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
旦
そ
の
枠
か
ら
外
れ
よ
う
と
す

る
と
一
挙
に
グ
リ
ッ
ド
は
扱
い
づ
ら
く
堅
苦
し
い
だ
け
の
制
約
と
な
る
。
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そ
の
結
果
多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
そ
の
堅
苦
し
さ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
合

理
主
義
に
重
ね
合
わ
せ
忌
み
嫌
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
堅
苦
し
い
制
約
、
硬
直
し
た
単
調
な
ペ
ー
ジ
展
開
の
要
因
は
グ

リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
グ
リ
ッ
ド
・
シ

ス
テ
ム
は
あ
く
ま
で
も
レ
イ
ア
ウ
ト
を
支
援
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
っ

て
、
良
質
な
デ
ザ
イ
ン
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、

チ
ヒ
ョ
ル
ト
が
『
紙
面
と
版
面
の
明
晰
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
』
で
記
し
た

よ
う
に
「
数
値
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
定
数
「
目
」
と
「
手
」
が
良
質

の
書
物
の
均
整
を
か
た
ち
づ
く
る
し
こ
と
が
、
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
同
様
に
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
紙
面
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
数
値
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
と

統
語
、
語
用
な
ど
の
所
与
の
関
係
性
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
結
果
的

に
は
視
感
覚
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
ら
が
活
動
し
た
ス
イ
ス
の
拠
点
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
あ
っ

た
。
ほ
ぼ
同
時
代
、
同
国
の
バ
ー
ゼ
ル
で
は
一
人
の
教
師
が
工
芸
学
校

「
バ
ー
ゼ
ル
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
」
を
拠
点
と
し
て
、
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
視
感
覚
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
を
試
み
て
い
た
。

エ
ミ
ー
ル
・
ル
ダ
ー
（
一
九
一
四
－
七
〇
）
が
そ
の
人
で
あ
る
。

　
ル
ダ
ー
は
一
九
五
七
年
に
発
売
さ
れ
た
サ
ン
セ
リ
フ
書
体
「
ユ
ニ
ヴ
ァ

ー
ス
」
を
用
い
て
、
そ
れ
ま
で
静
的
な
二
次
元
空
間
に
安
住
し
て
い
た
紙

面
空
間
を
、
擬
似
的
と
は
い
え
三
次
元
化
さ
せ
、
な
お
か
つ
動
的
均
衡
を
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号　第会社
語言

　
　昌

灘
藝
　

謹　
　

　
　
　

甕
　

剛
一笛一

驚 　
｛
｝

軽
識

一　
　
“

↓
図
昭
　
エ
ミ
ー
ル
・
ル
ダ
ー
の
著
作
『
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
』
（
一
九
六
七
）
は
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け

る
視
感
覚
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
事
例
が
数
多
く

掲
載
さ
れ
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
教
科
書
。
掲
載
図
版

は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
上
）
と
、
ユ
ニ
ヴ

ァ
ー
ス
を
用
い
た
「
グ
レ
ー
の
階
調
」
（
中
）
。

（
1
1
）
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
活
字
書
体
の
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

か
ら
派
生
し
た
す
べ
て
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
胃
ン
を
包
括
す

る
総
称
。
［
般
的
に
は
ロ
ー
マ
ン
体
と
イ
タ
リ
ッ
ク
体
だ

け
で
な
く
、
細
い
ウ
ェ
イ
ト
（
太
さ
）
か
ら
太
い
ウ
ェ
イ

ト
ま
で
の
体
系
（
ラ
イ
ト
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
ミ
デ
ィ
ア
ム
、

デ
ミ
ボ
ー
ル
ド
、
ボ
ー
ル
ド
な
ど
）
と
、
正
体
、
聖
体
、

平
体
な
ど
字
幅
の
体
系
を
包
括
し
て
い
る
。

↓
図
必
　
ズ
ザ
ー
ナ
・
．
リ
ッ
コ
と
ル
デ
ィ
・
バ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ス
に
よ
る
『
エ
ミ
グ
レ
』
誌
の
本
文
。
ニ
ュ
ー
・

ウ
エ
イ
ヴ
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

用
い
始
め
た
世
代
が
牽
引
し
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か

ら
九
〇
年
代
中
期
に
か
け
て
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ

た
。
（
一
九
八
四
一
二
〇
〇
五
）



保
有
す
る
紙
面
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
み
せ
た
。

　
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
は
、
　
一
九
五
七
年
に
ア
ド
リ
ア
ン
・
フ
ル
テ
ィ
ガ
ー

（
一

纉
�
ｪ
一
）
が
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
サ
ン
セ
リ
フ
書
体
で
あ
る
。
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
ス
は
設
計
当
初
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
u
）
展
開
す
る
こ
と
を
前
提
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
初
め
て
の
書
体
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
特
質
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
異
な
る
ラ
テ

ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
組
ん
で
も
、
ど
の
言
語
も
破
綻
の
な
い
均
質
な

組
版
が
得
ら
れ
る
と
い
う
、
か
．
つ
て
ど
の
書
体
も
な
し
得
な
か
っ
た
こ
と

を
可
能
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ト
か
ら
ボ
ー
ル
ド
ウ
ェ
イ
ト

ま
で
の
組
版
濃
度
（
グ
レ
ー
ト
ー
ン
）
の
段
階
に
均
等
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

を
持
た
せ
る
乙
と
が
で
き
る
視
覚
的
な
書
体
で
あ
っ
た
。

　
フ
ル
テ
ィ
ガ
ー
は
こ
の
均
質
な
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
、

縦
画
（
ス
テ
ム
）
の
幅
な
ど
は
あ
る
程
度
の
定
数
化
を
し
た
も
の
の
、
印

刷
さ
れ
る
黒
と
印
刷
さ
れ
な
い
白
と
の
濃
度
バ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
眼
と
手
を
使
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

　
ル
ダ
ー
は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
の
持
つ
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
動
的
で

奥
行
き
感
の
あ
る
紙
面
を
、
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
を
援
用
し
視
感
覚
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
器
。
欧
米
諸
国
で

は
六
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
、
こ
う
し
た
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
バ
ー
ゼ
ル
や
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
た
デ
ザ
イ
ン
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
八
○
年
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
ル
ダ
ー
の
跡
を
継
い
で
「
バ
ー
ゼ

ル
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
」
で
教
壇
に
立
っ
た
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
・
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
（
一
九
四
一
一
）
が
行
っ
た
オ
フ
セ
ッ
ト
平
版
印
刷

に
お
け
る
実
験
的
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
強
い
影
響
と
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出
現
に
よ
っ
て
、
グ
リ
ッ
ド
は
重
層
化
さ
れ
、
な
お
か
つ

限
り
な
く
細
分
化
さ
れ
、
遂
に
は
方
眼
紙
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
ビ
ッ
ト
マ
ッ

プ
・
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
で
細
分
化
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
、
脱
構
築
主
義
の
潮
流
と
相
ま
っ
て
、

一
挙
．
に
解
体
へ
の
道
を
歩
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
は

ニ
ュ
ー
・
ウ
エ
イ
ブ
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
器
と
呼
ん
だ
。

　
ル
ダ
ー
が
提
示
し
た
紙
面
空
間
は
、
視
感
覚
フ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
ら
な

い
レ
イ
ヤ
ー
機
能
と
ス
リ
ー
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
機
能
で
簡
便
に
実
現
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
視
覚
情
報
と
言
語
情
報
は
デ
ジ
タ
ル
支
援
に
よ
っ
て

幾
重
に
も
重
層
化
し
、
テ
キ
ス
ト
は
画
像
と
化
し
、
画
像
は
視
覚
「
言

語
」
と
し
て
画
面
上
で
テ
キ
ス
ト
と
等
価
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
画
像
は
動
画
と
な
り
音
声
情
報
ま
で
も
が
付
与
さ
れ
た
。
ま
さ

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
が
掲
げ
た
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
理
念
の
一
つ
、

視
覚
情
報
と
言
語
情
報
の
統
合
、
そ
れ
以
上
の
実
現
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク

マ
ン
が
著
作
『
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ

イ
ン
』
を
『
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・
イ
ン
・
ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
』

と
し
な
か
っ
た
】
つ
の
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

イ
フ
ラ
グ
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≡
一 ﾟ
＝
＝
≡
［

＝
＝＝
ﾟ
＝
≡

そ
の
後
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
進
展

　
視
覚
情
報
と
言
語
情
報
の
統
合
を
目
指
し
た
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ

ィ
が
加
速
度
的
に
進
化
（
？
）
す
る
一
方
で
、
伝
統
的
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
だ
が
、
そ
も
そ
も
伝
統
的
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
一
体
何
を
指
す
の
だ

ろ
・
つ
？

　
一
般
的
に
「
本
を
読
む
」
と
は
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
を
読
む
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
視
覚
情
報
か
ら
「
読
み
取
る
」
こ
と
は
で
き
る
が
、

そ
れ
は
視
覚
情
報
を
受
け
手
が
言
語
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
言
語
そ
の

も
の
を
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
伝
統
的

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
「
言
語
情
報
を
主
と
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
仮

定
し
て
、
ま
ず
は
話
を
進
め
て
み
る
。

　
言
語
情
報
を
主
と
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
、
印
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

か
ら
内
容
を
理
解
す
る
。
紙
面
に
印
さ
れ
て
い
な
い
視
覚
情
報
や
音
声
情

報
は
、
読
者
の
内
的
対
話
や
想
像
力
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
・
ン
）
に
よ
っ
て
補

完
さ
れ
る
。
つ
ま
り
言
語
情
報
を
主
と
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
は
「
足

り
な
い
情
報
」
と
い
う
贅
沢
な
「
余
地
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
余
地

が
読
者
自
身
に
よ
っ
．
て
埋
め
ら
れ
る
こ
と
で
テ
キ
ス
ト
は
一
応
の
成
立
を

．
み
る
、
と
い
え
な
く
は
な
い
〔
1
2
）
。

　
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
、
こ
の
余
地
を
あ
ら
か
じ
め
補
完
す

る
た
め
に
写
真
や
図
版
と
い
う
視
覚
情
報
が
用
意
さ
れ
、
さ
ら
に
は
受
け

取
ら
れ
方
を
限
定
す
べ
く
視
覚
情
報
と
言
語
情
報
は
制
作
者
の
能
動
的
態

度
で
も
っ
て
視
覚
的
に
制
御
さ
れ
る
。

　
こ
れ
が
言
語
情
報
を
主
と
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
異
な
る
ニ
ュ

ー
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歩
ん
だ
道
で
あ

り
、
ひ
い
て
は
、
受
け
手
の
介
在
の
余
地
の
少
な
い
＝
兀
的
な
情
報
の
伝

達
に
と
っ
て
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
言
語
情
報
を
主
と
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
モ
ダ
ン
・
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
分
か
つ
境
界
線
は
限
り
な
く
曖
昧
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
受

け
手
個
々
に
よ
っ
て
そ
の
受
容
の
仕
方
は
結
局
は
千
差
万
別
だ
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　
＊

　
一
九
九
六
年
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
チ
ェ
コ
出
身
の
タ
イ
プ
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
ズ
ザ
ー
ナ
・
リ
ッ
コ
（
一
九
六
一
1
）
と
、
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
兼
編
集
者
ル
デ
ィ
・
バ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ス
の

二
人
の
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
「
エ
ミ
グ
レ
（
移
民
を
意
味
す
る
）
」
が
「
ミ
セ

ス
・
イ
ー
ヴ
ス
」
と
い
う
名
の
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
を
発
表
し
た
。

　
彼
ら
は
一
九
八
○
年
中
期
よ
り
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
⑪
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
て
数
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
を
制
作
し
て
き
た
。
な
か
で
．

も
当
時
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
考
慮
し
た
、
自
虐
的
と
も
譜
誰
的
と
も
受
け

取
ら
れ
か
ね
な
い
疑
似
ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
・
フ
．
オ
ン
ト
§
「
ロ
ウ
・
レ
ゾ

（
低
解
像
度
）
図
菊
」
め
登
場
は
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
た
。
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（
1
2
）
　
し
か
し
印
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
純
粋
な
言
語
情
報

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
テ
キ
ス
ト
に
は
、
書
体
の
種
類
、

字
間
・
行
間
・
組
幅
な
ど
の
組
体
裁
が
あ
り
、
そ
の
配
置

と
マ
ー
ジ
ン
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
ノ
ン
ブ
ル
（
ペ
ー

ジ
数
）
、
柱
（
ノ
ン
ブ
ル
と
共
に
印
さ
れ
る
章
・
節
な
ど

の
表
題
）
な
ど
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
テ
キ
ス
ト
で
あ

り
な
が
ら
も
同
時
に
視
覚
情
報
で
も
あ
る
の
だ
。

　
ま
た
編
・
章
・
節
な
ど
テ
キ
ス
ト
を
構
成
す
る
ペ
ー
ジ

展
開
と
い
う
要
素
も
あ
る
意
味
で
視
覚
的
だ
。
そ
し
て
そ

れ
ら
は
「
紙
」
と
い
う
視
覚
と
触
覚
、
さ
ら
に
は
臭
覚
を

も
有
す
る
物
理
的
な
支
持
体
に
印
さ
れ
る
。
そ
し
て
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
や
扉
、
見
返
し
、
花
布
、
栞
な
ど
も
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
総
体
と
し
て
の
「
書
物
」
の
存
在
を
読
者
は
意

識
的
・
無
意
識
的
に
感
知
し
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
を
読
み
進
．

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
1
3
）
　
ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
ト
は
、
書
体
の
持
つ
字

形
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
ド
ッ
ト
（
点
）
デ
ー
タ
で
保
有
し
、

そ
の
ま
ま
画
面
上
に
表
示
し
た
り
出
力
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
。

（
1
4
）
　
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
・
フ
ォ
ン
ト
は
、
字
形
情
報
を
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
（
輪
郭
）
の
方
向
と
長
さ
を
持
つ
ベ
ク
ト
ル

デ
ー
タ
で
持
ち
、
表
示
・
出
力
時
に
活
字
サ
イ
ズ
に
合
わ

せ
て
演
算
し
、
ド
ッ
ト
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
。
ビ
ッ
ト
マ

ッ
プ
・
フ
ォ
ン
ト
に
比
べ
処
理
時
間
は
か
か
る
が
、
文
字

を
拡
大
・
縮
小
し
て
も
ジ
ャ
ギ
ー
（
文
字
の
ギ
ザ
ギ
ザ
）

が
生
じ
な
い
。

図
弱
　
ズ
ザ
ー
ナ
・
リ
ッ
コ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
ロ

ウ
・
レ
ゾ
」
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
一
九
八
五
年
に
設
計
さ

れ
、
二
〇
〇
一
年
に
も
改
刻
さ
れ
て
い
る
。

イ
フ
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そ
れ
は
、
既
に
1
0
0
0
メ
ッ
シ
ュ
で
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
・
フ
ォ
ン

ト
（
4
1
）
を
実
装
で
き
る
時
代
に
あ
っ
．
て
、
あ
え
て
目
の
粗
い
ビ
ッ
ト
マ
ッ

プ
・
フ
ォ
ン
ト
を
制
作
し
、
そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
読
者
の
「
眼
の
慣

れ
」
に
適
し
て
い
る
と
い
う
主
旨
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
彼
ら
は
そ
れ
ら
の
書
体
を
用
い
て
自
分
達
の
媒
体
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
雑
誌
『
エ
ミ
グ
レ
』
を
発
行
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た

の
が
先
に
紹
介
し
た
ニ
ュ
ー
・
ウ
エ
イ
ブ
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
で
あ
る
。

彼
ら
は
こ
の
潮
流
を
牽
引
し
た
第
一
人
者
で
も
あ
り
た
の
だ
。

　
｝
九
九
六
年
、
そ
れ
ま
で
独
創
的
な
書
体
だ
け
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
た

ズ
ザ
ー
ナ
・
リ
ッ
コ
は
、
初
め
て
古
曲
ハ
書
体
を
手
掛
け
る
。
「
バ
ス
カ
ヴ

ィ
ル
」
の
復
刻
「
ミ
セ
ス
・
イ
ー
ヴ
ス
図
弱
」
で
あ
る
。

　
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
（
一
七
〇
六
頃

－
七
五
）
を
源
流
と
す
る
活
字
書
体
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
現
在
ま
で
、

書
体
メ
ー
カ
ー
が
必
ず
時
代
の
テ
ク
・
ノ
ロ
ジ
ー
に
適
合
さ
せ
て
復
刻
し
て

き
た
定
評
あ
る
書
籍
本
文
用
書
体
で
あ
る
。

　
リ
ッ
コ
は
こ
の
「
ミ
セ
ス
・
イ
ー
ヴ
ス
」
の
制
作
を
境
に
、
再
び
紙
の

上
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
戻
る
こ
と
を
宣
言
し
、
古
典
書
体
を
現
代
の
読

者
の
時
代
性
と
需
要
に
適
ム
ロ
す
る
よ
う
に
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
援
用

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
な
け
れ
ば
実
現
不
可
能
な
書
体
を
復
号
（
改

刻
）
さ
せ
た
。

　
ミ
セ
ス
・
イ
ー
ヴ
ス
に
は
、
リ
ガ
チ
ュ
ア
（
合
字
）
罪
が
随
伴
書
体
と
し

て
付
加
さ
れ
て
お
り
、
「
リ
ガ
チ
ュ
ア
・
．
メ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
を
介
し
て
生
成
さ
れ
る
。
そ
の
本
文
組
版
は
、

過
剰
な
ほ
ど
擬
古
典
的
と
も
い
え
る
が
、
リ
ッ
コ
の
ミ
セ
ス
・
イ
ー
ヴ
ス

に
お
け
る
こ
の
試
み
は
、
本
文
用
書
体
開
発
に
お
け
る
多
様
な
可
能
性
を

示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
の
ち
、
従
来
の
書
体
（
金
属
活
字
．
・
写
植
活
字
）
を
単
・
に
デ
ジ
タ

ル
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
置
換
す
る
だ
け
に
安
住
し
て
い
た
タ
イ
プ
・
デ
ザ

イ
ン
界
は
、
本
文
用
書
体
の
．
開
発
に
お
い
て
、
本
来
な
に
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
、
と
い
う
視

点
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
手
始
め
に
タ
イ
プ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

た
ち
が
し
た
こ
と
は
、
古
典
書
体
の
見
直
し
と
、
そ
の
現
代
的
解
釈
に
よ

る
改
刻
な
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
イ
ギ
リ
ス
の
ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ
ク
．
ス
で
は
二
〇
〇
四
年
に
『
ペ
ン
ギ
ン
ブ

ッ
ク
ス
・
グ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ア
ズ
器
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
．
、

古
典
か
ら
近
代
ま
で
の
名
著
を
復
刻
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
ペ
ー
パ
ー

バ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
、
ご
く
当
た
り
前
の
読
み
物
（
言
語
情
報
を
主
と
す
る

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）
．
で
あ
っ
た
。

　
使
わ
れ
て
い
る
書
体
は
金
属
活
字
で
も
写
植
活
字
で
も
な
い
、
デ
ジ
タ

ル
・
タ
イ
プ
の
「
ダ
ン
テ
」
と
い
う
書
体
で
あ
る
。
ダ
ン
テ
の
源
流
は
ル

ネ
サ
ン
ス
期
に
印
刷
・
出
版
人
と
し
て
活
動
し
た
人
文
主
義
者
の
ア
ル
ダ
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図
妬
　
古
典
的
な
組
見
本
が
掲
載
さ
れ
た
『
ミ
セ
ス
・

イ
ー
ヴ
ス
』
の
書
体
見
本
帳
。
（
上
　
一
九
九
六
）

図
御
　
「
ミ
セ
ス
・
イ
ー
ヴ
ス
」
に
は
、
通
常
の
ロ
ー

マ
ン
体
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
、
ス
モ
ー
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
ほ
か
に
、
過
剰
と
も
い
え
る
リ
ガ
チ
ュ
ア
が
百
種
以

上
も
存
在
し
て
い
る
。
（
中
　
一
九
九
六
）

餌
Pg
U
N
6
M
A

㎎
蹴㎜
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C
U
d

佃
訂

眺
㈱
皿’
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X

Z
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r
　
P
　
4
ム
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q
O
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・
＃
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D
蝋

kh
G
6
［
↓

〃
π
認
τ
丑

五
π
認
灯
R

潮
π
E
四
脚

κ
凡
開
炉
n

沌
H
田
M
R

薙
囲
E
M
E

　
　
　
＊

疏
　
一

照
　
㌍

W
邸
，
り

T
　
”
α
”

3
μ
o
o
“

鰍
川N加
（

M
器
1
2
”

脚
盟

B
玩
1

A
　
α
0

　
驚
駒

紀
a
剥
暦
や

↑
図
娼
　
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ペ
ン
ギ
ン
ブ

ッ
ク
ス
・
グ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ア
ズ
』
の
本
文
組
版
。
そ

の
組
版
は
伝
統
的
な
様
式
に
し
た
が
っ
た
中
軸
揃
え
。

イフラグポイタ
7
7

≡
≡
＝
一
一
一
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一
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一
一
＝
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＝
≡
ﾟ
≡
＝
≡

一
一
ﾟ
＝
＝
＝
≡

ス
・
マ
ヌ
テ
ィ
ウ
ス
の
工
房
で
使
わ
れ
て
い
た
ロ
ー
マ
ン
体
で
、
一
九
四

六
－
五
六
年
に
金
属
活
字
と
し
て
改
刻
さ
れ
、
近
年
に
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
書
体
で
あ
る
。

『
ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ
ク
ス
・
グ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ア
ズ
』
の
組
体
裁
は
、
伝
統

的
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
．
イ
の
．
様
式
に
乗
っ
取
っ
た
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
新
奇
な
書
体
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
目

新
し
い
組
体
裁
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
用
い
ら
れ
．
て
い
る
書

体
は
古
典
書
体
を
改
刻
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
プ
で
、
組
版
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
支
援
に
よ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
な
の
だ
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
わ
が
国
の
文
庫
本
や
単
行
本
に
お
け
る
現
在
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の

状
況
と
ま
っ
た
く
同
様
な
の
で
あ
る
。

　
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
な
が
ら
も
、
従
来
と
異
な
る
こ
と
の
な

い
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
。
「
言
語
情
報
を
主
と
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
は

「
な
に
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
の
か
？

　
否
、
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
わ
ず

か
ば
か
り
の
変
化
で
あ
り
進
展
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
＊

　
言
語
を
活
字
に
よ
っ
て
記
述
す
る
。

　
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
存
在
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け

の
た
め
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
は
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
以
来
、
五
百
五
十
年
以

上
に
わ
た
っ
て
膨
大
な
時
間
と
労
力
を
注
ぎ
込
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
必
ず
数
値
化
、
定
量
・
定
数
化
ハ
規
格
化
が
存

在
し
、
同
時
に
そ
れ
を
支
え
る
眼
と
手
と
い
う
身
体
が
存
在
し
て
き
た
。

　
文
筆
家
も
読
者
も
ほ
と
ん
ど
無
自
覚
の
ま
．
ま
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
そ
れ
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無
自
覚
で
い
る

こ
と
の
ほ
う
が
幸
せ
．
で
は
な
い
か
、
と
も
思
う
。
だ
が
数
値
化
、
定
量
・

定
数
化
、
規
格
化
は
今
日
あ
る
「
近
代
」
を
根
底
か
ら
支
え
た
思
想
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
い
え
ぼ
活
字
版
印
刷
術
（
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）
こ
そ
近
代

そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
せ
め
て
そ
の
一

端
で
も
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
近
代
は
終
わ
っ
た
。
い
や
、
終
わ
っ
て
は
い
な
い
」
、
「
モ
ダ
ン
と
は
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
は
、
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
は
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
「
近

代
」
は
語
ら
れ
続
け
て
き
た
。
決
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
タ
イ
ポ

グ
ラ
フ
ィ
を
通
し
て
一
。

　
そ
し
て
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
印
す
た
め
の
書
体
の
ほ
と
ん
ど
が
、
明
治
初

期
以
来
使
わ
れ
続
け
て
き
た
h
モ
ダ
ン
し
な
書
体
「
明
朝
体
」
に
属
し
、

現
在
二
百
を
優
に
越
す
明
朝
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
［
つ
の
明
朝
体
で
あ

る
こ
と
も
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
さ
え
も
。

そ
れ
が
言
語
社
会
を
支
え
続
け
て
き
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
尽
き
せ
ぬ
魅

力
な
の
で
あ
る
。
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主
要
参
考
・
引
用
文
献
（
本
文
中
に
記
載
し
た
も
の
を
除
く
）

『
欧
文
書
体
百
花
事
典
』
．
組
版
工
学
研
究
会
編
　
朗
文
堂
　
二
〇
〇
三

『
イ
ラ
ス
．
ト
レ
ー
シ
ョ
．
ン
の
展
開
と
タ
イ
ポ
グ
．
ラ
フ
ィ
の
領
域
』
「
ダ
イ
ポ
グ
ラ

　
フ
ィ
」
片
塩
二
朗
、
河
野
三
男
、
白
井
敬
尚
　
角
川
書
店
　
一
九
九
八

『
西
洋
書
体
の
歴
史
　
古
曲
ハ
時
代
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
』
ス
タ
ン
・
ナ
イ
ト
著
、

　
高
宮
利
行
訳
　
憂
慮
義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
〇
一

『
日
本
の
近
代
活
字
　
本
木
昌
造
と
そ
の
周
辺
』
近
代
印
刷
活
字
文
化
保
存
会

．
二
〇
σ
三

「
ア
イ
デ
ア
」
三
二
】
号
　
特
集
「
ヤ
ン
・
チ
ヒ
ョ
ル
ト
の
仕
事
」
誠
文
堂
新

　
光
社
　
二
〇
〇
七
．

「
ア
イ
デ
ア
」
三
一
四
号
　
特
集
．
「
エ
ミ
グ
レ
」
誠
文
堂
新
光
社
　
二
〇
〇
六

『
ル
ネ
サ
ン
ス
百
科
事
曲
ハ
』
マ
「
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ス
ト
ン
編
、
樺
山
紘
一
監
訳
、

　
三
省
堂
　
一
九
九
八

『
ル
ネ
サ
ン
ス
百
科
事
典
』
T
・
バ
ー
ギ
ン
、
．
J
・
ス
ピ
ー
ク
編
、
別
宮
貞
徳

　
訳
、
原
書
房
　
一
九
八
七

『
理
想
の
書
物
』
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
著
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
S
・
ピ
ー
タ
ー

　
ス
ン
編
、
川
端
泰
雄
訳
、
晶
文
社
、
　
一
九
九
二

『
小
野
二
郎
著
作
集
2
　
書
物
の
宇
宙
』
小
野
二
郎
著
、
晶
文
社
　
】
九
八
．
六

『
日
導
Φ
帥
日
旨
。
ゆ
q
鑓
9
霞
ω
』
組
版
工
学
研
究
会
監
訳
、
朗
文
堂
　
一
九
九
二

『
印
刷
事
典
』
日
本
印
刷
学
会
編
．
、
大
蔵
省
印
刷
局
　
一
九
六
一

郎
卜
婁
禺
↓
N
℃
ミ
‘
日
N
旨
き
開
①
く
ぞ
①
9
旨
四
日
①
ω
ζ
o
巴
Φ
《
晶
9
B
Φ
ω
ζ
o
吋
壁

　
い
巳
8
『
↓
『
Φ
内
鴫
昌
8
『
℃
吐
Φ
ω
ω
9
」
8
ら
．

の
身
N
↓
謡
b
N
O
N
O
§
〉
竃
§
肉
b
肉
沁
⑦
田
N
O
　
い
ミ
豪
い
野
田
轟
．
駄
臨

　
9
ミ
帖
鷺
識
鳴
b
職
ミ
謬
鼠
ミ
鼻
国
亀
N
一
〇
巳
ロ
℃
9
鰯
5
6
0
Q
Q
o

ミ
ミ
鳴
ミ
無
嘱
目
§
暁
鑓
駄
ト
ミ
鷺
誘
》
N
守
ミ
昏
ミ
b
袋
、
ミ
’
↓
細
き
匹
簿
Φ
缶
σ
団
幻
．
↓
．

　
蜜
。
げ
9
．
U
o
〈
興
℃
ロ
σ
閏
8
瓜
。
⇒
ω
H
口
ρ
一
8
釦

、
亀
ら
暁
O
鳶
、
恥
　
O
N
亀
吻
墨
焼
ら
　
』
～
も
ミ
い
織
目
　
＼
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奪
石
匙
腎
鴨
ひ
　
ω
け
9
5
一
Φ
く
　
フ
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O
民
一
ω
O
P
、
　
U
O
＜
Φ
居

　
勺
ロ
σ
閏
8
甑
O
目
ω
ぎ
O
‘
6
0
心

宝
⑦
郎
卜
曇
し
口
肉
↓
畠
的
宝
§
N
＜
塞
ミ
6
誤
卜
易
層
国
象
什
践
σ
畷
｝
き

　
↓
ω
O
窪
O
ぴ
。
匡
、
q
び
Φ
目
Φ
8
『
叶
く
。
註
し
u
ロ
。
『
①
N
Φ
押
内
口
嵩
ロ
ω
卸
O
O
■
同
O
謡

b
卜
⑦
⑦
§
肉
ト
切
し
口
q
G
鴫
b
両
⑦
　
爵
の
聖
的
ミ
」
＜
O
卜
苓
二
又
肉
O

　
壽
O
宝
．
§
卜
員
国
B
8
Ω
身
一
巷
↓
。
。
o
ぼ
窪
。
耳
U
賢
O
壁
け
N
．
ω
魯
Φ

　
∪
讐
。
屏
霞
旦
ω
2
け
鼠
9
⊃
誹
由
曽
働
O
曽
目
ω
鼠
け
戸
6
謡

畠
肉
の
黛
肉
二
四
§
貯
誌
ミ
辱
ミ
鱗
ミ
琳
覧
N
ミ
紺
蕊
．
N
日
韓
噌
〉
．
ψ
○
巴
①
ざ
宕
簿
ヰ
讐

　
俸
ζ
田
辺
甑
8
い
叶
9
一
〇
①
Q
◎

O
㌧
O
§
毫
、
沁
臥
」
＜
O
肉
の
G
O
　
G
謁
肉
の
O
N
㌧
　
自
　
、
肉
沁
効
肉
↓
↓
O

　
の
爲
N
↓
↓
Q
謁
両
お
。
§
黛
N
笥
ミ
、
ζ
目
磐
匹
O
直
σ
房
『
興
P
6
刈
b
O

国
沁
窒
蜜
藷
臥
卜
婁
竈
↓
曾
．
O
N
O
§
§
莞
冨
竃
肉
い
O
O

　
翁
両
⑦
下
民
時
。
曾
。
甑
8
び
同
∪
8
巴
α
言
〉
巳
興
ω
o
戸
目
9
C
昌
剛
く
興
ω
需
困

　
O
h
ぐ
誤
切
O
O
口
ω
貯
勺
N
Φ
ω
ω
層
一
¢
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一

嵩
卜
舘
鋤
忌
寸
O
b
ミ
貯
さ
ミ
逡
ミ
鴨
郎
ミ
融
ミ
肉
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ミ
§
篤
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㌧
卜
§
9
鑓

　
国
象
隠
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早
目
℃
o
嵩
臼
ρ
6
G
o
O

卜
織
勘
§
、
ミ
軸
§
ミ
謬
薦
§
ミ
口
添
遷
ミ
恥
的
。
§
卜
。
ミ
日
日
園
卜
肉

　
O
沁
日
量
≧
〉
⇒
酔
①
』
9
B
ヨ
Φ
ω
旧
国
2
嘗
。
⇔
ω
勺
同
。
ヨ
。
臼
ρ
6
0
Q
切

趣
“
謡
織
S
o
神
駄
ぎ
恥
b
塁
膏
ミ
誘
％
黛
“
帖
鵡
§
ミ
。
ミ
ミ
ミ
q
ミ
遷
、
Ω
o
巳
。
昌
．

　
幻
o
o
匹
Φ
島
ゆ
q
ρ
ω
p
⊃
側
目
四
勺
同
Φ
ω
ω
い
叶
臼
」
⑩
津

§
謡
。
電
僑
さ
ミ
動
ト
ミ
紺
溝
日
げ
①
ζ
o
昌
。
什
碧
Φ
O
P
ピ
け
9
U
Φ
ρ
6
①
b
O

イフラ
グ
ポイタ

7
9

＝
≡
一
一
＝
＝
＝
＝
＝

＝
一
一
一
一
一
一
＝
＝
＝


